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イエス ・キリス トの福音は，人生のあらゆる状況に遭適 した場合に必要な，また

ひとりびとりを究極の成功へと向かわせるすべての原則，律法，儀式を含んでいる。

イエスの教えは人間の心を燃やし，教義は心を開かせてくれる。そしてそれ らは

我々に正 しい道を示 して くれるのである。

イエスの教えの中で最も大切なものは，神が我々の天父であるという こ とで あ

る。イエスは天父に祈 り，すべての人々が同 じように祈るように，そして 「神の口

か ら出る一つ一つの言で」 （マタイ４：４）生 きるようにと求め られた。イエスは

・御自身を通 して もたらされた天父の計画に従うなら，我々ひとりびとりが神となる

道を全うできると教えられた。

これが真の心の平和を見出す唯一の計画である。これこそ実に人を救いと昇栄に

導 く唯一の計画なのである。この計画は我々が前世に霊として存在 していたときに

示され，我々はそれを喜んで受け入れた。そしてその計画の一部にあって，我々は

この死すべき世の中で喜び同様悲 しみも，安 らぎ同様苦痛 も，成功同様失意 も，そ

して健康同様病いもあるものと理解 したのであった。主は，我々の進歩に必要であ

ると考えて，甘さの中にも苦 さを混 じえてお られるのである。主は，我々個人の信

仰が順境と同様逆境においても試 されなければならないことをご存 じである。

もしそうでなければ，信仰だけで対抗 し得 る状態が生 じたときに，信仰が十分に ．

高められないということになるであろう。

兄弟姉妹たち，あなたも私 も決 してひとりではない。主は我々を見捨てたまわな

い。我々が主を見捨てぬ限 り………。
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２９日 １８７７年 ブ リガ ム ・ヤ ング ７７歳

で 題 去。

今 月 の 表 紙

この 世 界 各 国 の 幸福 そ うな 家族 だ ん ら

ん の 光 景 は ， ドイル ・グ リー ン， ジ ェ リ

ー ・ハ ー ベ イ， エ ル ドン ・ リ ン シ ョ テ

ン， ロ ラン ド ・ス パ ー クス に よ って 描 か

れ た も ので あ る。 ジ ョー ジ ・デ ュ ラ ン ト

の 「天 か ら の贈 り物 」 （Ｐ．２３８） を 参 照 。



この ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

大 管 長 に よ る メ ッセー ジ は， １９１０年 ２月 号

の イ ンプ ルー ブ メ ン ト ・エ ラ誌 （Ｐ．３５２）

に初 あて 掲 載 さ れ た。 テー マ， 内容 と も時

宜 を 得 た もの で あ り， この場 をか りて 再 び

述 べ る価値 が十 分 に あ る。

〈予言者のことば〉

全人類 の救 い

大管長

ジ ョセ ブ ・

フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

日聖徒は，世の救いに関してその身にゆだね
末
られたすば らしい責任を十分に認識 している

だろうか。我々はかた くなでよこしまな世代を改服

し救 うべ く多 くのことを行なっている。我々は数多

くの宣教師を世界各地に送 り， この大切な業のため

に毎年数十万 ドルを費やしている。 さらに集会場，

学校などの建設のために，またイスラエルの若者の

教育のために，我々の国々の進歩 と発展のために，

都市の建設，共同体の拡張，定期刊行物の発行，そ

して我々自身を改善 し，世を福音に改宗 させる知識

を広めるすべての方法に，我々はばく大な費用を投

じているのである。 しかし，死者の救いのために我

々は何をしているだろうか。

この偉大なみ業を理解 し，主の神殿において忠実

にその義務を果たしている人が数多くいることは事

実である。 これはすすんでこの業をなそうとする活

発な聖徒の心意気を表わしている。 しかしそれは死

者のために何 もしていない不活発で怠慢な会員を安

心させるものではない。他人の行ないによって自ら

の面目を施す ことはできない。責任は個々の能 力と

機会 とに従って，同 じ効力を もってあらゆる人々の

上にゆだねられている。

我々がいかなる職に召されてきたか，現在 どんな

職に召されているか，あるいは教会の他の分野でい

かに忠実に働いてきたかは問題ではない。だれもこ

の偉大な義務か ら免除されることはないのである。

これは長老にも使徒にも要求 される。

伝道部のシオン，シオンのステーキ部，その他い

かなるところにおけるシオンのための地位，業績

長期間の奉仕 もその人を先祖の救いに関係のない者

とすることはないだろう。

ある人々は，什分の一を納め，定期的に集会に出

席してその義務を果たし，貧者に自分の物を施 し，

あるいはたまたま１年， ２年，またはそれ以上 この

世で伝道をすれば，それ以上の責任か らは放免され

ると考えている。 しか しながち，すべての人々にと

って最 も偉大でかつ重要な義務は死者のために働 く

ことである。我々は上にあげたすべてのことに対 し

て努力を傾けることができるし，またそうすべきで

ある。そしてそのために報いを得るだろう。 しか し

もし我々がこのより重要な特権である戒めを無視す

るならば，他のいかなる良い働 きに もかかわ らず罪

ありとされるだろう。

では，なぜそれが罪なのか。それは， 「神が与え

たもうたこの世における最 も大きな責任は，死者を

探 し出すこと」であるから，またそれなしに我々は

救われず， 「我々の前に世を去 った人々も我々の後

に来る人々も共通に救いを受ける必要があり，神は

それを人間に義務 として課 したもうた」 と予言者 ジ

ョセブ ・スミスが語 っているか らである。（「タイム

ズ ・アンド・シーズンズ」 ５：６１６）

そこで我々は，このことか ら，世界各地において

福音を述べ伝えること，また教会において他のあら

ゆる働きをなす ことが必要であるにもかかわらず，

果たすべき義務 として我々に与えられた最 も大きな

戒めは，我々自身のために，そして我々の死んだ先

祖のために神殿の儀式をすることであるということ

がわかるのである。

予言者は続けてこう言っている。 「死者のための

バプテスマは人がシオン山の救い手として立つ こと

のできる唯一の道である。福音の第一原則の宣言は

人の個入的な救いの手段であった。 しかし救いの儀

式に身代わりとして盛んに携わることにより，人は

その数えきれないほど多 くの親族を神の王国に迎え

入れる助け手となるのである。………この教義は，

人類の救いの計画の範囲において神の愛 と慈悲の偉

大さを示すという点で栄光あるものとな るの で あ
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る。 この栄光の真理は理解を深め，問題や困難，苦

悩のもとにある人間を励ますために良 く計画 されて

いる。………この教義は，死者が代理のバプテスマ

を受け，その名が天において記録 され，彼 らが肉体

を受けている間になした行ないによって裁かれるよ

うその救いの儀式の備えをなす ときに，神の知恵 と

あわれみを明白に示 して くれるのである。 この教義

は聖典の中にあって人々の重荷 となるもの で あ っ

た。すでに死んだ親族のために行なうこの責任を怠

る聖徒は，自分の救いを危うくしているのである。」

（「タ・イムズ ・アンド・シーズンズ」 ２ ：５７７－７８）

我々の救いが危険にさらされている中にあってな

おかつその効力を失わずにいるのは，親 と子がバプ

テスマの儀式を受けるのみならず，幾世代に もわた

って共に結び固められる必要があるか らである。神

殿に行き，死者のためにバプテスマを受け，確認さ

れあらゆる儀式を受けることは，我々自身のために

受けると同様必要なことなのである。（教会歴史 ６：

３６５参照）

啓示は次のように告げている。 「………この事を

知れば，それにて足る。すなわち先祖と子 らとの間

に或種の事項につき或種の固き繋 りなき時は，この

世は咀いをもて撃たるることこれなり。見よ，そも

そもその事項 とは何なるか。それはすなわち死者に

代 るバプテスマなり。死者なくばわれら完 うせ らる

るを得ず。またわれらな くば死者 もまた全 うせ らる

るを得ず。われらも彼らもまた福音を受け入れて死

にし者な くては完 うせ らるるを得ざるなり。そは全

くして欠 くることなき完全なる合一 と，また神権の

時代と，鍵 と，権能 と，光栄との固き結合出来て，

これがアダムの時代より現在に至 るまでことごとく

明 らかにさるること，今やまさに先触れを始めんと

する時満ちたる神権の時代の先駆をなすに必要なれ

ばなり。なおそれのみならずまた世の始めよりいま

だ嘗て啓示せ られず して，賢 く慎みある人々にも明

かされざりしことも， この時満ちたる神権の時代に

は小児にも乳のみ児にも明らかにせ らるべし。」（教

義と聖約１２８；１８）

再び予言者の言葉を引用 しよう。 「聖書はこのよ

うに語 っている ：『主の大いなる恐 るべき日が来る

２１４

前 に，わた しは予言者 エ ラ・ｆジャをあなたがたにつ・

かわすｑ彼 は父の心をその子供た ちに向 けさせ，子

供 た ちの心をその父 に向 けさせ る。 これ はわた しが

来 ての ろいを もって この国を撃 つ ことのないよ うに

す るた めで ある。』 （欽定訳 マラキ ４ ：５， ６）

この 「向 ける」 （ｔｕｒｎ） という 語 は 「つ な ぐ」

（ｂｉｎｄ）また は 「結 び固め る」（ｓｅａｌ） と直 すべ きで

ある。が， この重要 な任務 の 目的 は何 なのか， また

い かに して成就 され るのだろ うか。 その鍵 が渡 され

エライ ジ ャが来 て福音が確立 され，神 の聖徒 たちは

集 め られて シオ ンを建設 し， シオ ン山の救 い手 と し

て立 つのであ る。

だが彼 らはいか に して シオ ン山の救 い手 となるの

だ ろ うか。 それ は死 んだ先祖 のたあに神殿 を建 てて

バプテスマフ ォン トを設 け， バプテスマ，確認，洗

い，灌 油，聖任 な どのあ らゆ る儀式 を行 ないかつ受

け，彼 らの頭 に力を結 び固め，そ して彼 らが第一の

復活 に出で来 て栄光 の冠 を受 けるよ う救 うことによ

ってである。 そ して そ こには，親 を子 に，子 を親 に

つな ぐ鎖 があ り， それ は このエライジ ャの予言を成

就 する ものであ る。私 が神に望 んだよ うに今 や この

神殿 は建 て られ，我 々はその中に入 り，神 殿の儀式

を執 り行 ない， その時を利 して この地上 にいる間に

結び固 めをす ることがで きるので ある。

地球が滅 され， この世の終 りが宣告 され るまでに

死 者を救 い，生 きて いる親族 を集 め，なおかつ 自ら

も救われ るために聖 徒た ちに与え られてい る時間は

そ う多 くはないのであ る。」（教会歴史 ６ ：１８３－８４）

これ らの言葉 は死者 のための儀式の重要 性を強調

してい る。 なぜ な ら我 々は彼 らな しには救 われ ない

し，彼 らもまた我 々な しには救われ ない か らで あ

る。我 々の救 いは父 と子が完全な家族の もとに共に

結合 し，つ ながれ，結び固 め られ なければ完成 され

得 ないのである。す なわち，我 々すべ ての父 と して

の召 しにあるアダ ムと共 に，時 の初 めか ら終 わ りま

での忠 実な るすべての人 々によるひ とつの大家族 が

構成 され るまで，夫 は権能 によ ってその 妻 と 結 ば

れ，子 供たちはその両親 と結 ばれなければな らない

ので ある。
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マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

音の回復によって明らかにされたあらゆる奇
福
しき事柄 の うちで，最 も重要 な ことの １つは

神殿 とその 目的が知 らされた ことであ る。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスが古代 の記録 を翻訳 した

時 に，彼 は モルモ ン経 の中の人 々の神殿 について知

る機 会を得 た。紀元前 ５７０年 頃にニーフ ァイは 自分

が して いた ことをこ う語 って いる。 「私 ニーフ ァイ

はまた ソロモ ンの神殿 にな らって一つ の神殿 を建て

たが， そのちが って いる所 は さほど多 く貴重な品を

使 って建て なか っただけである。 それ はか ように貴

重 な品が当時 この地 になか ったか ら，それで ソロ串

ンの神殿 とちがわない様に建て ることがで きなか っ

たので ある。 しか し，その建築 の様式 はソ ロモ ンの

神殿 と同 じであ って，その製作 の技禰 は非常 に見事

であ った。」（皿ニー ファイ ５ ：１６） その後 ヤコブは

ニー ファイの民 に教 えを述 べてい る１。紀 元前 １２１年

頃に， 「リムハイ王 は全国の民 に布告 を廻 し， この

布告 を見 た ら神殿 に集 まって王 の告 げる言葉 を聞 け

と命 じた。」（モーサヤ ７ ：１７）悪王 ノアが優雅 に飾

った神殿 とは この ことを指差 したのであろう２。

前述 の事柄 はすべて ニーフ ァイによって建て られ

た神殿 についてで ある。紀元前 １２４年頃 に人 々はベ

ンジ ャ ミン王 の最後 の偉大 な説教 を聞 くため にぜ ラ

ヘ ムラの地 の 別 の 神殿 に集 ま った３。 モル モン経 は

バウ ンテフル の地 に第 ３番 目の神殿 が あった ことを

教 えている。 ニーフ ァイの民 は その回 りに 集 ま っ

て，初 めて復活 された救 い主を見，そのみ声 を聞い

たのであ る４。 ニーフ ァイ人 の間 には また他 の 神殿

もあ ったのであろ う５。

旧約聖書 に よるとイ スラエルの民 は神殿 の建築家

であ った。 ジ ェー ムス ・Ｅ ・タル メージ博士 は 「イ

ス ラエルの民 は堂 け る神 の名 において神殿 を建て る

建設者 として他 の民 と区別 され ていた」 と指摘 して

いる。偶像崇拝者たちもまた彼 らの神である偶像を

崇拝するために神殿を建てた。イスラエル人が 「偶

像を崇拝するエジプ ト人の地か ら脱出するや否や」

エホバは彼 らに， 「イスラエル人の主ならびに王と

して実際に現われたまいその御心を伝えたまえる聖

所の準備をするよう命 じられた。」７エホバか ら指示

された詳細に従って，彼 らはすば らしい材料で契約

の箱を安置する幕屋を建てた。イスラエル人は荒野

で４０年 もの間さまよい歩いた末，ついに彼 ら自身の

町が与え られ，彼らの運んできた幕屋は 「シロに休

息の場を与え られた。」 そして 「民は神の意志 と言

葉を聞 くためにシロにやってきた８。」 「イスラエル

の第 ２代 目の王ダビデは，自分が杉でできた宮殿に

住んでいるのに，神の神殿はテントにすぎないとい

うことは適切でないとして主の宮居を建設するよう

計画 した９。」

ノーヴー神殿はこの回復された神権時代に２番目に建てら

れたものである。

２１５
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しかし主は彼に言われた 「おまえはわが名のため

に家を建ててはならない。おまえは軍人であって，

多 くの血を流 したか らである」と。（歴代志上２８：３）

だがダビデはその材料を集め，彼の息子 ソロモン

が神殿を理てた。この荘厳な神殿は，３４年 もの間そ

の豪華 さを保ち続けた。そののちソロモンの罪悪と

イスラエルの背教のために 「エホバは もはや……守

護を取 り上げ られた１０」のであった。 神殿はエジプ

ト人の手に移り，ユダの王アハズに奪われ，紀元前

６００年頃に ついにネブカデネザルによって焼かれて

しまった。

イスラエルはすでに邪悪な民になり，各支族は分

散 していた。 「十二支族中十支族から成 るイスラエ

ル王国は，紀元前 ７２１年頃アッシリヤに支配 され」

ていた。残りの二支族 はユダ王国を構成 し，７０年間

バビロンに捕囚された。

「それから衣好的なサイラスとダリゥスρ支配下の

時にｒ・ルサレムに帰り，自分たちの信仰によって再

び神殿を建設するζとを許 された…∵。律興 した神

殿はゼルバベル（琳申殿 としで摩卑上知られている」，

それ！ま紀元前 ５１５年に完成 した。 「ζの神躍１ま偉大

なソロモンの神殿 と比較 して，仕上げならびに装飾

において大分劣ってはいたが，当時の人々が建てる

ことのできる最上のものであり，主は幕屋やソロモ

ンの神殿の場合と同様，それを容認 された１１。」それ

から５世紀たって神殿が荒廃 した時に，ユダヤの王

ヘロデによって神殿は再建 された。それはちようど

キリス ト誕生の約１６年前のことであった。 この神殿

はたびたび商用に使われたりしたが，救い主がこの

世におられた時に起きた数多 くの出来事はこの神殿

に関係 していた。紀元７０年に，その神殿は主に予言

されていたように焼き滅ぼされて しまった。

神殿は常に生ける神に真に従う者たちにとって欠

くことができないという事実に もかかわ らず，記録

によるとニーファイ人の他にどのキリス ト教徒 もヘ

ロデの神殿が破壊されてか ら１８３０年末日聖 徒 イ エ

ス ・キリス ト教会が設立されるまでの１７６０年間，神

殿を建てていないのである。その間ずっと，地上 の

人々は神殿やその目的，また中で行なわれる儀式な

も

どを知らなかったということから，次のような質問

が起こって くる。

予言者 ジョセブ ・ス ミスはどこから神殿に関する

知識を得たのか。だれも神殿について知 らなかった

のであるから，明らかにジョセフ・ス ミスは人か ら

その知識を受けたのではなく，直接天からの啓示に

よって知 らされたのである。それゆえ今日の神殿建

築は真のイエス ・キリス ト教会のしるしである。

’イエス ・キ リス トの福音を理解 している教会員以

外のいかなる人 も，神殿を胸に描 くことは で き な

い。前世の教義，永遠の結婚，復活，昇栄，神の属

性 と我々との関係， これ らの偉大な永遠の原則やそ

の他の福音の原則は神殿の仕事の中心であり，末日

聖徒はそれらの原則を心の中に深 く理解するのであ

る。

？ ヲマ７・ス ミスが予言者 として召されたことに

関すζ最 も決定的な舞は，教会が組織されてか ら１

年以内に彼が主から神殿建築に関する指示を受け始

めたことで あ る。（教 義 と聖 約 ３６：８）１８３１年 ７

月，主はジョセフに ミズーリ州インデペンデンスが

「シオンの地を建つべき所にして……神殿の建て ら

るる一地点はその西方に当り裁判所より遠か らざる

地所にあり」 と言われた。（教義 と聖約５７：２，３）

初期の時代に，シオンの市や神殿の建築に関する聖

徒の関心は非常に大きかった。そして神殿への関心

が高まると同時に集合のみたまが聖徒の上にくだっ

たのであった。集合のみたまと神殿への関心との関

係は予言者ジョセフ ・スミスによって次のように説

明されている。彼は救い主の言葉を引用 して， 「あ

あ，エルサレム，エルサ レム，予言者たちを殺 し，

おまえにつかわされた人たちを石で打 ち殺す者 よ。

ちょうど，めんどりが翼の下にそのひなを集めるよ

うに，わた しはおまえの子 らを幾たび集めようとし

たことであろう。それだのに，おまえたちは応 じよ

うとしなかった」（マタイ２３：３７）と語 り，それから

こう尋ねた。 「いつの時代の場合にも，主がユダヤ

人や，神の民を集める目的は何だったのか。」

彼 はこう説明 している。 「そのおもな目的は，主ご

自身が主の民に主の家の儀式 と主の王国の栄光を啓



示 し，救いの道を教えることかできる家を建てさせ

ることてあった。なせなら，ある種の儀式や原則は

それらか教えられ実行される時には，その目的のた

めに建てられた場所か家で執 り行なわれなければな

らないからてある。神権の原則と律法は，世のあら

ゆる時代に人々を集めるという原則に基つ くべきで

あるということは，前世の天上の大会議で計画され

たことであった。創世の以前から人類の救いのため

に神権によって天で定められた諸儀式は決 して変え

られないのである。すへての人々は同 じ原則て救わ

れなけれはならない。

この同じ目的のために，神は末日において主の民

を集め，彼 らか儀式やエンダウメント，洗いや灌油

な どを受け られ るように主 の家 を建 てさせ るのてあ

る。 も し人か完 全な神権 を得 ようと思 うな ら， その

人はイエ ス ・キ リス トの ようにすへての 戒 め を 守

り，主の宮居のあ らゆ る原則 に従 うことによ って得

なけれは ならない。」

「神の相続入 とな り
，イエス ・キ リス トと共 に連帯

の相続人 とな るすへての人々は，主 の王 国の完全 な

儀式を受 けねは ならないのであ る。 すべての儀式 を

受 けない人々 は，た とえ栄光 の全部 を失 うことかな

いにせ よ，完全な栄光 を 受け ることはで きない１２。」

神殿 は完全 な教会組織 に欠 くことかて きない。予言

者は， 「神殿か建て られ神権の儀式 か執 行 される場

か備 え られ るまて，教 会は秩 序 ある完全な組織 では
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第２番目の神殿 （キリス ト教徒によってへロデの神殿と呼ばれた）の大きな模型が

エルサレムのホーリーランドホテルに展示されている。

２１７



２工８

ないし， 完全な組織にはなり得ない１３」 と言ってい

る。

１８４４年 ４月 ８日， ノーヴーにおける教会の大会説

教の中で予言者は聖徒たちにこう語った。 「私はか

ように主か ら指示を受けた。すなわちこののちイス

ラエルの長老たちが国で教会や支部を建てるところ

はどこであっても，将来シオンのステーキ部 となる

であろう。ボス トンやニューヨークなどの大きい都

市にもステーキ部が生まれるだろう。 これは栄光あ

る宣言である。私は洗いや灌油やエンダウメントが

ここで執 り行なわれてか ら後に， この業が始められ

ることを理解 して もらえるように，最後までその宣

言を残 しておいたのである１４。」

神殿は世の義人のたあの要塞である。悪魔はそれ

らに敵対 しているのである。悪魔は最初の神殿が建

てられた後で，我々の先祖に敵対する人々の心をか

き立てたために，聖徒たちはカー トランドや ノーヴ

ーか ら立 ちの くことを余儀なくされたのであった。

そμらの神殿の中で与えられた偉大なあふれんばか

りのみたまと力がなか ったならば，恐 らくは教会 も

存続 しえなかったかもしれない。

神殿は主が 「主の民に主の家の儀式 と主の王国の

栄光を啓示 し人々に救いの道を教える」 ことに加え

て，生ける聖徒たちが昇栄のために必要な，より高

い神権の儀式を受ける場所でもある。

我々はみな必要な福音の儀式を知っている。まず第

１にバプテスマ，第 ２に聖霊の賜を授けるための按

手礼である。 これらの儀式は生ける人々に神殿以外

の場所で執行 されている。第 ３番目の儀式は神権を

授けるための按手礼であり， これ も同様に神殿以外

の場所で行なわれる。 しか しエンダウメントや結び

固めの儀式に関する福音の高い儀式は，神殿の中で

のみ執 り行なわれるのである。予言者ジョセブ ・ス

ミスは，人は自分 自身のためにこれ らの儀式を受け

ないならば，救われない （昇栄を得 られない）こと

を明らかにしている。

「私はすべての聖徒たちが力を尽 くして彼 らの生き

ている親族をすべて集め，結び固められ救われて，

やがて殺 りくの天使がやって来るその日に備えるた

めに神殿に行 くように勧めたい……。」

「これ らのすべての儀式を受けなければ救われな

いのですか』としば しば尋ね られる。私はこう答え

たい 『そう，完全な救いは得 られません』 と。

イエス ・キリス トは 『わたしの父の家には，すま

いがた くさんある。あなたがたのために場所を用意

しに行 くのだか ら……』と言われた。昇栄 して １番

よいすまいに住む人はだれでも日の栄の律法はもち

ろんの こと他の全部の律法に従わなければならない

のである１％」

神殿において我々は，妻や夫，子供や先祖 と永遠に

結び固められるのである。

我々の指導者は，家庭は末 日聖徒の生活の中心で

あると繰返し述べている。夫 と妻，子供 と両親の結

び固めがなかったな らば，来世での家族関係はなく

なり永遠の家庭は存在 しないのである．何 と悲 しむ

べきことであろうか。家庭な くして天国に幸福はあ

り得ないのである。私の愛する妻や子供たちのいる

ところはどこであろうと私にとって天国である。そ

ういうわけで私は，若い頃に私 と妻が今 も永世にも



わたって結び固め られたソル トレーク神殿は，私た

ちにとって天国への門のように思えるのである。結

び固めの儀式を受けることのできる時代 と場所に恵

まれなかった我々の先祖たちにとってもまた，神殿

は天国への門である。

ニコデモとの話でイエスはこのように言われた。

「だれで も，水と霊 とか ら生れなければ，神の国に

はいることはできない。」（ヨハネ３：５）この聖句

は背教 したキリス ト教会を悩ませてきた。

イエス ・キリス トの教えを知ったふ りをする人々

は，バプテスマを受けずに死んでいった無数の人々

は天国に入れないと言 っている。また，そのような

あまりに も明 らかな不公平 さに反対する人々は，イ

エスがそのように意味して言われたのではないと主

張するのである。 このように，彼 らは他の福音の救

いの儀式同様バプテスマを拒否 しその必要性を否定

しているのである。

実際にはそのようなジレンマは存在 しない。それ

は，神殿内において福音の欠 くべか らざるすべての

儀式が，死者のために代理 に執 り行なわれる方法を

主は用意 しておられるか らである。近代に神殿が建

てられ，何千 というすばらしい熱心な働 き手の援助

を受けながら神権系図委員会の有能な指導者の下に

系図の仕事が大きく進められているのを見て，霊界

にいる我々の天父の忠実な子供たちの喜びはいかば

かりであろうか。

神殿や，我々が天に昇るのを可能にするために備

えてある方法を心の中に深 く考えると，あのヤコブ

の夢の教訓が思い出される。創世記の２８章の中に，

ヤコブが自分の民の中から妻をめとろうとして彼の

父の地に戻った話があるのを思い起 こされるであろ

う。ヤコブがベエルシバをたってハランへ向かった

時に，彼は夢を見た。 １つのはしごのそばに自分が

おり，そのはしごは天にまで達 してその上に主が立

っておられるのである。彼は神の使たちがそれを上

り下 りしているのを見た。そしてヤコブはそこで主

と交わした契約ははしごの横木であり，彼が天で主

と共に住むことができるという約束の祝福にあずか

るためには，自分もそのはしごをのぼらなくてはな

らない と悟 ったので ある。

彼 はそこで主 にまみ えて契約 を交わ したので，そ

の場所 を非常 に神聖 に思 いベ テ ・エロ ヒムを縮少 し

てベテル と名 づけた。 その意味 は，文字通 り 「主 の

宮居」 であ った。 彼は言 った 「これ は 神 の家で あ
ヒ

る。天 の門だ。」（創世２８：１７）

ヤコブは天 の門を くぐったばか りでな く， あ らゆ

る契 約を守 りなが らその道 を通 ってい った。彼 や彼

の先祖 アブラハ ムやイサ クについて主は言 われた。

「……彼 らは共に神よ り命 ぜ られた ることのほか何

事を も為 さざり しによ り，約束に 従い最 高の栄に進

むを得て王位に坐せ り。彼 らは天使に あ らず して神

々な り。」 （教義 と聖約１３２：３７） 神殿は我々に とっ

て， ヤコブに対す るベ テルの ような もので ある。い

や， それ以上 の ものだろう。 そ して神殿 は我 々すべ

てのエ ンダウメ ン トを受 けて いない親族の死者 にと

って も天 の門である。我 々はその門を通 って愛す る

人 々をつれ行 く義務 を果 た さな くてはな らない。

１． ヤ コ ブ １ ：１７ ； ２ ： ２ ， Ｕ

２． モ ー サ ヤ １１ ：１０， １１

３． モ ー サ ヤ １ ：１８ ； ２ ： １ ， ５－ ７

４． 皿 ニ ー フ ァ イ １１： １－ １１

５． ア ル マ １６ ：１３ ；２３ ： ２ ；２６ ：２９

ヒ ラ マ ン ３ ：９ ， １４

６． ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ・タ ル メ ー ジ ， 「主 の 宮 居 」 （宋 日

聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 １９１２年 ） Ｐ ．１

７． 同 上 Ｐ ．２

８． 同 上 Ｐ ．４

９． 同 上 Ｐ ．４

１０． 同 上 Ｐ ．５

１１． 同 上 Ｐ ．６～ ７

１２． 「ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス 著 末 日 聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 歴 史 」 Ｂ ・Ｈ ・ロ バ ー ッ 再 版 ５ ：４２３－ ４２４

（英 文 ）

１３． 同 上 ４ １６０３

１４． 同 上 ６ ：３１９

１５． 同 上 ６ ：１８４

２１９







２２２

死後に何が起 こり，何を予期することができるか 「（１２８章を引用 しなが ら）このように我々が末 日聖

について現在多 くの知識を与えてくれる啓示を受け 徒の前に提示 したい主題がここにある。我々は非常

ていることに私は心から感謝 しています。家族を保 に重要な時代に住んでいると申しあげたい。我々は

護することは教会の偉大な使命の １つであります。 力 と権威に恵まれて，神の命によって聖い神権を有

主は我々に家族を永遠に構成する方法を啓示 して下 して地上に立ち，生ける人々と死者の両方をもあが

さいま した。神権系図の働 きは神殿儀式の方法を備 なうために存在 しているのである。 もし我々がそれ

えて くれ，その儀式は教会の基本的な組織すなわち を しなければ，我々は罰を受け地よりたち切られて

家族を永遠のものにして くれるのです。 イスラエルの神は他の人々を起こされるであろう。

我々は末日聖徒 として，以下のごとく啓示を信 じ 主は， もし私が聖いみたまと神の啓示を受け得ない

ています。 「われらは，すべて神のこれまでに啓示 ならば，私が生涯の１日たりともこの地位にあるこ

したまいしこと，すべて今啓示 したもうことを信 じ とを許 したまわないであろう。もはや，この教会が

なお今より後，神の王国につきて多 くの偉大にして 啓示なしに存在することはあり得ない。教会の大管

重要なることを啓示したもうことを信ず。」（信仰箇 長だけでなく，副管長や使徒，聖なる神権を有する

条第 ９条） すべての人々はこの賜を持ち，人々にそれを施すべ

私は多 くの末日聖徒が上の宣言の後の節を読んでは きである。全神権者が教会員を導 くべ く啓示を伝え

いないと思います。聖徒たちは，神がこれまでに啓 るよう必ず しも召されないか もしれないが，もし全

示されたことをすべて信 じていますが，私はみなさ 力を尽 くして自分の召しを遂行するならば前述のこ

んと， 「すべて今啓示 したもうこと」を論じたいと とは可能なのである。

思います。啓示については，教会図書の最 も興味あ 啓示のみたまは神権につけるものなのである……。

る本の中の １冊 マサイアス ・Ｆ ・カウリーによる 「（養子縁組と エンダウメン トの問題を 再び参照 し

「ウィルフォー ド・ウッドラフの伝記」の中に良 く ながら，）あなたがたはすでに持っている多 くの光と

書かれています。 この教会の大管長 と彼の時代の詳 知識を用いてきた。 しか しあなたがたにはすでにな

細な歴史は，注意深 く書かれた彼の日誌を通して明 してきたより多くの今なすべきことがある。我々は

らかにされました。 先祖の心を子供たちに子供たちの心を先祖に結び固

１８９４年 ４月 ５日，ウッドラフ大管長は日誌 にこう めるという神の我々に対する啓示を十分には遂行 し

記 しています。 「私は養子縁組とエンダウメン トの てきていない。」 それから， この神権時代の最 も奇

ことに関 して話すために兄弟たちと会った。次がウ しきみ業を告げる１つの簡単な文章の中で啓示の本

イルフォー ド・ウッドラフへの啓示である。」 次の 質が宣言されました。 「我々は末 日聖徒たちが今か

ページは，空白になっていましたが，啓示は失われ らできるだけ遠 くまで系図をたどり，先祖 と結び固

てはいませんでした。１８９４年 ４月の教会の一般大会 められることを望んでいる。子供達を両親につなが

の話の中で彼は言っています。 「それ故に，主は聖 せ，この鎖をできるだけ長 くしなさい。」

霊によって動かされなければ話 してはならぬと命じ ウッドラフ大管長は言いました。 「主は私の祈 り

られた。話をするために私は末日聖徒の信仰と祈 り に答えられて，私の義務はすべてのイスラエルにこ

を必要 としている。末 日聖徒の前に述べ伝えたいと の原則を実行させ，その啓示を成就 させることは私

心の中に思っていることがある。そのためにジョー の義務であると言われた。私 はこの民の前にその義 ・
し

ジ ・Ｑ ・キャノン副管長に，私が話 したいと思って 務を置 こう。私は神殿の中で働いているすべての人

いる主題に関して教義 と聖約から読んで い た だ こ・蒙 ・々 がこの原則を実行するようにと申 しあげる。その

う。」 大管長会の第一副管長であるジョージ・Ｑ・キ 時我々は以前にもましてさらに一歩前進するであろ

ヤノンは家族の絆の持続について読みました。 これ う。私 と副管長達はこの点について話 し合い同意を

に続いてウッドラフ大管長が話をしました。 得た。その後，ここに出席 しているすべての使徒達



にはかった。……主は使徒の全員に啓示された。彼

らはもし要請 されれば，それが主の言葉であると証

を述べるであろう。

教会における私の生涯で， この原則の中に見出せる

ほどの一致を見たことはない。彼 らはみなそれにつ

いて正しいと感 じている。系図は我々の義 務 で あ

る。」（１８９４年 ５月１９日，デぜレト・イブニング ・ニ

ユース）

１８９４年１１月１３日に，ソル トレーク市の教会歴史事

務局で １つの集会が持たれました。大管長会のすべ

ての会員，すなわち大管長 ウィルフォー ド・ウッドラ

フ，第一副管長ジョージ・Ｑ・キャノン，第二副管長ジ

ョセフ・Ｆ・ス ミスがその集会に出席 しました。十二

使徒定員会会長のフランクリン・Ｄ・リチャーズや他

の定員会の会員達 もその集会に参加 していました。

慈善的，教育的，かつ宗教的目的と家族の絆を持続

させる目的でユタ系図協会が組織されたのでした。

今日，教会の中には家族を結ぶために働いている組

織が他にもあります。ステーキ部や伝道部，ワー ド

部や支部，地方部などです。その各々は神権役員に

よって管理されています。これらの組織は一時的な

．ものであって，永遠の組織ではありません。それは

組織され得 るし，あるいは解消し得 るのです。

ステーキ部はよく分割されるし，形や大きさで境界

も変わります。その結果組織された時とは全 く違っ

たグループの人々がいるかもしれません。 これ らの

組織は神権の権威の執行上の便宜のため に あ わ ま

す。 ワー ド部やステーキ部の中で働 くために役員が

召されますが，彼 らは一時的に奉仕するだけです。

監督やステーキ部長は，いつか変わります。これ ら

の役割は人間の肩に課せ られた一時的なものなので

す。 しかし一方，家族は永遠の組織となり得ます。

家族はあるワー ド部やステーキ部か ら他の所に移 る

か もしれませんが，家族という組織はそのまま残 り

ます。死すべき世か ら霊の世界すなわち永遠の世に

移ることさえあるのです。

親としての地位は一時的ではなく，永遠に続 くもの

である。

神殿内で神権の下に構成された家族は，あらゆる儀

式のうちで最も意味深い儀式を受けたと言えます。

夫婦が 「新 しく且つ永遠の誓約』を結ぶ時，彼 らは霊

的にも肉体的に も生命力を完全にあらわし得 る可能

性を持つのです。これは軽々しくあつかわれるべき

責任ではありません。個人のそれまでの全生涯を通

して守 られ，とっておかれた神聖な生命を与える肉

体的な力は，家族に子供を得 るという聖なる清い目

的のために，その時に解き放たれるのです。家族の中

でのこの地位，すなわち親たる地位は一時的なもの

ではな く，永遠のものであるべきです。教会の管理役

員達は時々変わりますが，父親や母親をそう変える

わけにはいきません。父親がその責任に勤勉でない

時に何が起こるでしょうか。時々，我々は彼は変えら

れるべきだとさえ考えるかもしれません。 しか しだ

れがそうする権威を持っているのでしょうか。監督

は日曜学校の管理会長を解任することが で き ます

が，塚 族の父親を解任することはできません。彼は

そんな権威を持たないし，ステーキ部長 も持ってい

ないのです。教会幹部はその権威を持っているでし

ょうか。 玉は を管理することか ら父親を解 す

る こ と は “ ナ「 、

特別なものであり

・ 。一

「新しく つガ遠の折 ・ で

永遠であり，解任はない で 。もちろん罪悪によっ

て解任はやってきます。予言者，大管長に取 ってお

かれている権威によって，結合の絆は解かれ得 るの

です。しかしながら，それは監督やステーキ部長の指

示で行なうのではありません。個人が誓約を破 り・，

罪悪を犯 しふさわしくな くなった時にその解任はや

って くるのです。我々が家族とは何であるか 、ん

でい る絆 とは何か，結婚 の折 ・ ま口 ） ，

今 日多 くの人 々が 、 の誓 、・に

を解任していること以上に愚かでばかげた

を怒 らせることはないと思わざるを得ません。実に

我々は人類の歴史の中で神聖で極めて大切であると

みなされてきた結婚の誓約が，多 くの人々によって

無効だと言われている世の中にいるめです。その結

果 として霊が肉体を得 るという神聖な生命の過程は

だめにされているのです。新 しい霊が肉体に宿るた

めに通 らねばならない生命の路はしばしば，避妊の

実行によって妨げられています。それで も時には妊

２２３



２２４

娠することもありますが，堕胎は今やごく普通のこ

とになっています。そして霊たちは彼 ら．がきたとこ

ろにつれ もどされるのです。 私が教義 と聖約の１２８

章を読み，・もう一度読み返 した時に，私は主が死者

や死者のための身代わ りのバプテスマを引き合いに

出しているばかりではな く，主は生ける人と死者と

の救いについて も話 しているどいう事実に感銘 しま

した。その章を読むと，生きてい１る人々と死者がど

のようにして一緒になるかに気づ くは．ずです。同じ

原則が双方に関係 しています。

系図の探求を通 して家族を共に結ぶこと，その後

引き続き神殿内で結び固めの儀式を行なうことは，

生きている間家族を保護 しその構成員を共に結ぶと

いう大切な計画によって強化されているのです。教

会の歴史の中で，現在の ２つのプログラム以上に生

ける人と死者とを結び合わせるために恵まれていた

プログラムはありませんで した。

もし我々が家族関係を持続させようと望むならば，

その目的のために価値あるあらゆる事柄をなさねば

奉弓ない。、

我 々に は家庭の夕べのプ ログラムやホ ーム ・１テ ィ

ーチ ングプログラムが ありますが
， この ２つ とも家

族を強 め安定 させ ることを 目的 としています。 家族

単位を永遠に し，霊界において もそれを共 に保 つだ

めに，系図の プログラムと神殿の儀式が あ る の で

す。 「われ らは，すべて神の これまでに啓 示 したま

い しこと，すべて今啓示 した もうことを信 じ，なお

今 よ り後，咽神の王国につ きて多 くの偉大に して重要

なることを啓示 した もうことを信 ず 。」このために こ

れ らの プ ログラムが あるのです。 もし我々が家族 を

維特 しようと望 むな らば，その 目的のために価値 あ

るあ らゆ る事柄をな さなければな りません。

この死すべ き世に あって幸福 な家族生 活を支え るた

めに数多 くの ことが言われて きています。真 の意味

にお いてそれは神権 系図の仕 事 として知 られている

ζとと非常に固 く結 びついています。 エ ラィジ ャの

来訪につ いて １２８章 に書 かれています。 この ことは

紀元前 ４００年にマ ラキによ って予言 されて いる こと

で，旧約聖書 の終 わ りに こう書かれてい ます 。「見 よ

主の大いなる恐 るべき日が来 る前に，わたしは予言

者エライジャをあなたがたにつかわす。彼は父の心

をその子供たちに向けさせ，子供たちの心をその父

に向けさせる。 これはわたしが来て，のろいをもっ

てこの国を撃つことのないようにするためである。」

（欽定訳マラキ ４：５－６）オークラン下神殿の献堂式

の時に話 された，ハロル ド・Ｂ・リー長老の言葉を引

用 してみましょう。「我々が今日話 している全教会的

な家族を教える計画のことを考えて頂きたい。……

ジ ョセブ ・Ｆ・ス ミス大管長 と副管長たちは，教会

員が １週間に １度子供たちを集め福音を教えるな ら

ば，そのような家庭で子供たちは決 して堕落するこ

とはないと約束 された。

そこで今 日，何を行なうための教えが備えられて

いるであろうか。 この地上で両親の心を子供たちに

子供たちの心を両親に向けることである。両親が死

に瀕 している時，その時だけが両親がその心を子供

たちに向け，また子供たちが両親に心を向けるなど

と考えることができるであろうか。私はみなさんが

子供たちに福音を教えることを怠って，心か ら子供

だちを愛する前に死の幕を通るとすれば，みなさん

がたの家族の絆が安全かどうかを真剣に考えていた 、

だきたいと思う。今や生きている間に両親の心を子

供たちに向けることを考えるべき時である。

我々はかつてなかったほどに，この地上における家

族の結合に関心を抱いている。

親子の間には死を越えて続 く絆がある。それはま

さしく実際的な原則であり，我々はよく考えるべき

なのである。」

ですから今 日では，神権系図の働きは活発であり，

かつてなかったほどに強調されています。神殿にお

ける働きやワー ド部，ステーキ部が組織を通 して系

図探求を行なっていることはウッドラフ大管長に与

えられた啓示の現代における実践なのです。我々は

かつてなかったほどに， この地上における家族の結

合に関心をはらっており，永遠に家族が結ばれるよ

うにと望んでいます。家族のあらゆる時代の人々を

系図探求によって共に結びつける以上に奇 しき経験

がまたとあるで しょうか。



系 図 入 門

十二使徒評議員

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン ター 長 老

しエ ライジ ャのみたまによ り突も

然火がつき，系図探求 と神殿の

儀式がイエス ・キリス トの福音の一部

であることを知れば，あなたは何を行

なうべきか知りたいのではなか ろう

か。

過去数年間， これ らのプログラムが

強調 し続けられてきたにもかかわ らず

数千の木日聖徒にはその質問の答えが

全くわからないようである。系図探求

と神殿の仕事に従事 している人々か ら

しばしば尋ねられる質問で， 「どのよ

うに始めますか」 「どこか ら始めます

か」 という質問ほど多いものはない。

このような質問に対する答えはある人

にとってはまったく明らかであるか も

しれないが，多 くの教会員は確かにま

だ指示 と説明を必要 としている。

やる気 と自信は知識から生まれるの

である。い くつかの大切な言葉に従っ

て十分な基礎知識を得 ることにより，

あなたは自信を増 し， この偉大な福音

の業に従事せずにはいられなくなるで

あろう。

まず，すべての教会員が行なうべき

ことは，家庭や身近な親族から得 られ

る自分自身に関する情報をできるだけ

た くさん集めることである。この目的

は個人としてのあなた自身を明らかに

し，またあなたがだれの子孫であるか

を知ることである。

欠 くことのできない事項といわれて

いる，日付，名前，場所によって，あな

たが家族の一員としてこの世に生まれ

たことがわか り，またあなたが数多 く

の人々と共に天父の子供の一人である

ことがわかる。あなたは家族の記録用

紙に記録されたこの情報たよって，そ

の家族における親または子供であるこ

とを立証す るのである。 これは証明す

る必要がないほど明 らかなことである

と思われるが， これが先祖 と鎖で連結

す るために欠 くことのできない第一歩

なのである。

あなたは， この完成 したシー トと再

び容易に入手できるように適切に記入

した情報 とを用いて，一代 さかのぼり

その家族のために同じことをしなけれ

ばならない。あなたが親 として記入 し

たように， この次の家族はあなたの父

と母であり，あなたは子供 として記入

される。 さらに一代 さかのぼると， ２

組の祖父母の家族の記録ができる。第

４段階は４組の曾祖父母に関する同様

の情報である。

これが，教会が大切な系図探求を行

な う手始め と して各教 会員にすすめて

いる根本事 項で ある。 これ らの家族 の

記録 は，教会の ４代の家族 の記録 プ ロ

グ ラムで扱われ るように， ワー ド部大

祭 司グル ープ リーダーへ提 出されねば

な らない。次 いで，大祭司 グル ープ リ

ーダーは検査 のためにそのシー トを ワ

ー ド部記録検査員 に渡す。 もし記入事

項 に誤 りがあれ ば， どの よ うに訂正 し

なけれ ばな らないか， というメモを添

えて， グル ープ リーダーはあなたにそ

の シー トを返す であろ う。訂正 され受

理 され た家族 の記録 は最後 には大祭司

グループ リーダーを通 じて系図協会 の

記録保管所 に送付 される。

あなたはそれ ぞれ の家族 の記録 の写

しをあなた 自身 の覚 えの書 に入れ て保

管 すべ きであ る。 またそのシー トは，

ペ ディグリーチ ャー トを作成 するため

に使われ る。

これは この大切 な仕事 の第一歩 であ

り，あなたは手助 けな しに これを行 な

え るはずで ある。

また多 くの資料がその役 に立 つであ

ろう。 ワー ド部 大祭 司グループ リーダ

ーは， このプ ログラムにおけ る監督へ

の ア ドバイザ ーと して任 命 さ れ て お

り， この仕 事をす るワー ド部 の会 員を

２２５



４代 の家族 の記録 プログラム

ス テ ップ １

私 の 家 族

（禾ムカ｛プこのオ閑に言己入 され る場 合 ）

ス テ ッ プ ２

私 の

父 の 家 族

〔蝿 １議）

ス テ ップ ４

ス テ ップ ３

妻・ の

父 の 家 族

〔郷 １瀦

私 の 父 方

祖 父 の 家 族

私 の母 方

祖 父 の 家 族

ス テ ップ ５

妻 の 父 方

祖 父 の 家 族

妻 の母 方

祖 父 の 家 族

ス テ ッ プ 馬

私の父方祖父が子供である

曾祖父の家族

私の父方祖母が子供である

曾祖父の家族、

父
親
が

指
導
権
を
と
る

私の母方祖父が子供である

曾祖父の家族

私の母方祖母が子供である

曾祖父の家族

ステ ップ ７

妻の父方祖父が子供である

曾祖父の家族

妻の父方祖母が子供である

曾祖父の家族

母
親
が

指

権
を
と
る

妻の母方祖父が子供である

曾祖父の家族

妻の母方祖母が子供である

曾祖父の家族

華

助けるためにいつも準備 している。

教会員が家族の昇栄の原則を学ぶ機

会を持つように，ほとんどのワー ド部

で監督の指示のもとに神権系図クラス

を定期的に開 くよう計画 されている。

その実施作業方式のレッスンにより，

会員にそのプログラムの基礎 と系図探

求の準備をさせるのである。

クラスで使われる小冊子と教科書が

ある。

また，ワー ド部の神権指導者のため

に 「神権系図の手引き」 という小冊子

があり，そのほかに教会の全神権系図

プログラムについて略述された 「家族

２２６

の昇栄のた めの神権 プログラム」 と呼

ばれ る小冊子が ある。それに はワー ド

部 内で その教会 プ ログ ラムをすす める

ための詳細 な説 明が記 され ている。

この仕事 に要 す る物量 は莫大 な もの

であ る。 ソル トレーク市 の記録保管所

には現在，系図蘭係の資料 として，マ

イク ロフ ィル ムが ７５０，０００巻，書 籍が

１００，０００冊 以上 あ る。

系 図探求 と神殿 の儀式 は，すべての

末 日聖徒 の義務 であ る。現在 の神権系

図プ ログラムは， もし我々が何 もしな

ければ，我 々の大部 分が容赦な く取 り

ｒ残 され るところまで広が
ってい るので

ある。

我々の死者は，我々が名前を捜 し出

し，次に神の神殿に行って儀式を執行

するのを待ち望んでいる。そうするこ

とにより，彼 らは霊界の囚屋か ら放た

れるのである。予言者ジョセブ ・ス ミ

スに与え られたこの偉大な権能の鍵は

今日我々と共にある。死者のための儀

式を執行するこの権能 は，死の縄目を

立ち切るのである。我々はみな このす

ばらしい愛ある務めに喜びを見出すに

違いない。
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十二使徒評議員
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あいす る トミー くん。

私 はいま， きみが今月， それ もたん じょうびに，バ プテスマを受 けたとい うことを ききま した。

こころか らよろ こんでいます。 それ とい うの もバ プテスマは， きみ のこれか らの人生に大 きないみ

を もつか らです。

私 たちは ８才 になる とバプテスマを受 けて， イエス ・キ リス トの教会 には い ります。そ して教 会

か らた くさんの しゅくふ くを受 けるよ うになるのです。バ プテスマは主 のいま しめですか ら，私た

ちはみんなそれ を受 けなけれ ばな りませ ん。

バプテスマはただの教会 の しゅうかん として行 なわれ る もので はありません。それ は，主のい ま

しめだか ら行 なわれるのです。 バプテスマはふ くいん と同 じよ うにむか しか らあ りま した。 アダム

は， きみたち と同 じく水 に しず め られ るバ プテスマを受 けま した。そのの ち，なん百万 とい うおお

ぜいの人 たちがバプテスマを受 けてきま した。

バプ テスマを さず けて くだ さったのはイエス さまです。 イエスさまはさい しょにアダムにさず け

られ ま した。 そ して この世 に生 まれて きたすべての人 たちにこの きかいを あたえ られ ま した。 ８才

い じ ょうの人 たちが， みな このぎ しきを受 けなけれ ばな らない ことをお しえるために，イ エスさま

ごじしん もバ プテスマを受 け られ ま した。

私 たちがなぜ水 に しず め られ るバ プテスマを行 な うのか知 ってい ますか。 たいてい どの教会で も

せ んれい とよんで いる ぎしきを しん じて いますが， それ はただ子供の あたまの上 に水をふ りか ける

ものです。

ぜ ん しんを水 に しず める こと， これ こそ ほん とうのバ プテス マのや りかたです。そ して これには

ほん とうのいみが あるのです。 きみ は生 まれてか らず っとイエ スさまを しん じて きま したね。 また

イエスさまが どの ように人び とにお しえ，小 さな子供 を しゅ くふ くし，死 んだ ２人 の青年 と少女 を

いきかえ らせ たかを知 って いますね。それに もかかわ らず・イエ スさまは， ざん こ くな人た ちに とら

われて じゅう じか には りつ けに され ました。

私 たちの天のお父 さまは，私た ちに多 くの しゅ くふ くをあたえ るために，イエス さまが じゅうじ

かにおかか りにな るままに され ました。イエスさまは死ぬ ときにとて もくる しまれ ま した。イエス さ

まのお父 さまで あり， また私 た ちの天 のお父 さまで もあ る神 さまは，私 たちがつみを くいあ らため

るな らば私た ちのつみがゆ るされ るように と，イエス さまが くるしまれ るままにな されたのです。

私 たちがバ プテスマを受 けるときには じめて，天 のお父 さまが私たちのつみをあがな うためにイ

エスさまを くる しむ ままに しておかれた ことがいみを もつのです。

で はどう して私た ちは水に しずめ られ るので し ょうか。 それは， キ リス トがほ うむ られた ととと

ふ っかつ された ことを あらわ してい るか らです。／ｆエス さまが， ち ょうどはかにほ うむ られ たよう

に，私た ちは水の中に しずめ られ るのです。イエス さまは新 しいいのちをあたえ られ て （ローマ ６

：４）ふ っかつ し，はかか ら出て来 ま した。 ち ょうどそのよ うに，私 たち もバプテスマの水か ら出

たとき新 しくふ くいんの生活 にはい って主 に したがい，主 のいま しめをま もるよ うになるのです。

これでわか るよ うに， 私た ちのべプテスマはキ リス トがほ うむ られて， ふ っかつ され た ことを わ

すれない ようにす るための ものなのです。 これ は私 たちに とって，バ プテスマがどんな に大切で あ

るかをあ らわ しています。 バプテスマはいつ も， キ リス トが私 たちのために死 んでふ っかつ され た

ことを思 い出 させて くれます。 ち ょうど，私 たちが バプテスマの水か らか な らず出て くるように，

私 た ちはすべて死 んだのちにはかか ら出てきます。 そ してそのあと このようなことをすべてで きる

ように して くだ さったす くい主 とともに， えいえんに住 むよ うにな るのです。

トミー くん， きみのバプテスマをかん しゃ しな さい。 そ して， きみが ほんとうの ・イエ ス ・キ リス

ト教 会のかいいんであ ることを心 に とめな さい。

今か らきみは， いつ もイエス さま

をおぼえそのいま しめをま もるよ う

に しなければな りません。 （き ょう

ぎとせいや く２０：７７） それ は， いつ

の 日にか， イエス さまにおあい して

イ エス さまといっ しょに天 国で えい

えんに住 むためにひつよ うな ことで

す。主 があなたをつねに しゅくふ く

され るよ うにお祈 りします。

「＼

つ塗 匙 評痴 ・

＼＿ノ ノ
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馬

と黄か っ色 の ま じったプ リンスの毛は， ティムのだい里

州’ す きな銀色 にかがやいてい ました
。 プ リンスはか しこ

くてす るどい目を して いま した。 この シエパ ー ド犬は，年 と

ったラグスの して いた しごとの あとを引 きつ ぐよういがで き

ている と， テ ィムは信 じていま した。

テ ィムはあつでの上着 をきると， コー トをだ してその上 に

きま した。

「お まえをためすいい きかいだよ」 とプ リンスにいいま し

た。

「みぞれか らどうや ってのがれた らいいのか知 らないはか

な牛た ちをつれ にゆ こう」

じぶんのすみかに している台所 のス トーブのかげか らテ ィ

ムを見ていた年 とった ラグスは，立 ちあが ると前 にすすみで

て はげ し く尾をふ りました。

「お前はついて くるん じゃないよ／」 とティムは しらがま

じりの よぼ よぼの老犬にいい ました。

「お まえか くると，プ リンスになに もさせない じ ゃ な い

か。いつか はプ リンス もおぼ えな くて はな らないんだか ら。」

プ リンスか テ ィムの家 にきてか ら， テ ィムは ラグスに あま

り気 を くば つてや りませ んで した． テ ィムが出て行 くと， プ

リンスは彼 のあとについて行 きま した。彼がなやにつ くころ

ラグスは用心ぶ か くかんか くをおきなが ら，お いか けて行 き

｝

１

い

、１
≧ １

１

老 犬 ラ グ ス

のたす け

作 エバ ・グ レゴ リー ・デ ・ピメ ンタ

え ジ ェ リ ー ・ ト ン プ ソ ン

，ノ

〆
轟 ，

！ ，
きノ

ブ

ー婆馨／
‘

㌧ 動
じ ヨ を

ゼ 爵穿

《ヂ墾
♂ 歪
ダ ゲメ

ノ〆鰭
ゆ やれ ゆガ

訟 ．

／鶉〆

疑
多

才

．，参

晃 曳

〆或 ㌧ン
腔 小

∫銑議鑑 ．

翼 屡獺 １嚢
城

｝
㍉ 誕 ぜ ㌦

〆《渉 〆磐 詳．
ダ ノ ご

ガダ ノ をび“ゼ
、 ρ 〆 痔 く ゆ

κ ズ “
ノ 〆

ト ノ

／
！

々更

４

鱒

ノ〆／㌧ ∵ 肇
〆〆 提 藷 タ 譲 蕊禰 ・． 厩 〆

ノ　鱗聯 羅 曝泓

ノ〆 ぜ

ノ！ 儲
拶 盛

轍
塗

騰

メ 建 〆♂

隔〆 ～雛

、
縄１繍

猛
．１ 触，

、

＼ 卑

竺
潤 」

’

レ

ッ ご

瓶 ＼ ｆ〆

㌦ 瀞
’ ㌧ ・夕

ン孫 〆 獄
ゑ噴 ．

伽が 灘

夢 漣 凝々 与 汐 酬

鰹鯵艦 〆宕
ギ鬼メ

， 穿 争 ｆ 邑 、

織
瞳 〆 ∴

ま

ブ 「

る

醸

ノ タ

諦 ピ 〆 「 冷 嘔へ
璽 伊 扇 ξ メ

．舞 魂 、 鷺７

唐 ＼

奇 ・
きヤ

ご蹄撫
▼ 竿

ｃ

氏

Ｌ

・〉＼

攣
製顧 、

擁 藩．

匙 ．
『

～

鯵

㍑ ’

．騰
　

・ み

７驚

漸講
賢

、

・ ㌦

〆



ま した。 テ ィムは， ラグスがず っと前 か ら ドアのあけ しめを

．おぼ えてい たことをわすれてい ま した
。

老犬 ラグスの姿を見つけた ティムは 「ついて くるん じゃな

いと．いっただ ろう。」 とどな りま した。

「おまえなんか じゃまにな るだけだ
。 おまえはやき もちを

や いているん じゃないのか い。」

テ ィムはき ゅうにあることを思いつ きました。 プ リンスが

くる前 に彼が よ くつか っていた した しげなや さしい声 で ラグ

スを よび ま した。 ラグスはは じめため らっていま したが， や

がて とび ついてテ ィムのか おを なめ ま した。

「これで よ し／」 とテ ィムはい らだた し くいい ました。彼

．
は しっか りラグスの首をつかむ と，お母 さんがにわ どう ぐ入

れ に使 ってい る小屋 に引 っぱ ってい きました。そ して， ドア

をあけて ラグスを お しこめるとすばや くドアを しめて外か ら

カギをか けま した。

ものおき小屋 の小 さなまどぎわを通 ったとき， ラグスが う

しろ足で立 って しき りと うったえるようにほ えてい る姿が見

えま した。 テ ィムは心 がせ め られ るのを感 じま したがす ぐに

わすれて しまいま した。

それは土曜 日の ことで した。 テ ィムは，一 日中家 にひとり

でい ました。彼 の両親 はあ さ早 くか ら町 のび ょうい ん

懸、 灘 藁熱 難繋 雪鴬
驚 畿 好努鷲畿 鳶二華薯≦竺灘 夏
熱

諮 お くと・おかにむか ・て走 ・て・・きま した・

プ リンスは，あたたかい牧場 の家 を とき どきふ り

か えってはいやいやなが ら馬のあ とについて行 きま

した。

「す ぐに帰 るようにす るよ。」 とテ ィムははげま

す よ うにいい ま した。

。 「お まえとぼ くとでいそいで牛た ちを家に入 れて

．∫． や ろ う
。」

テ ィムは牛が どこにい るのか知 ってい ま した。 け

れ ど も，おいか けてい くその道はけわ しく， きけん

な うす い氷 がはってい ま した。 トローパ ーはあたま ．．

斑燕 ’ を さげ たままゆっ くりとあるきま した
。 テ ィムはみ

畔 ㍉ ，

璽
隊．灘 灘 糖 雲な識 駝

， １ ．「あそ こにい るぞ ／」牛 は， けいこ くの はるかか

なたにむれをな していま した。

「よ うし見つけたぞ
。 さあ， おまえはあそこか ら

牛をつ詑だすのだよ」 とプ リンスにいいま した。だ

が プ リンス は トローパ ーのそばか らはなれ よ うとは

しませ んで した。 プ リンスはどうすればいいのかま よってい

る目つ きで テ ィムを見 ま した。

「さあ
，ついておいで ！またお しえて あげ よう。」 とティ

ムはにんたいつ よ くいいま した。

テ ィムは，時間をか けず に急 なさかを通 って けい こくのは

じへ お りて行 こうと考 えま した。彼 は何回 もお りて行 ったこ

とのあ る土手 を馬で お りて行 きま した。馬 はあぶない ところ

を用心 しなが らち ゅういぶか くお りて行 きま した。

トローパーが足 をすべ らせ は じめたのは， もうけい こくの

そ このあた りまできていた ときで した。馬 はいっ しょうけん

めいにま っす ぐ立 とうとしま したが，氷 におおわれ た石 とこ

お りついた土 は，足 もとか らくず れおちていきま した。 テ ィ

ムは， あぶみか ら足 をぬ こうとしま したが もうおそすぎま し

た。

馬が ころんだひ ょうしに， ティムは くるぶ しか らひざまで

強いいたみをおぼえ ました。彼 は， い っしょうけんめいにた

づ なにつか まってお きあが ろうとしま したが， また ころんで

うめき声を あげて しまい ました。

プ リンスはこうふん してほえたて， もがいてい る馬をか る

くかみ ま した。 そ して トローパ ーがひ っしにな ってお きあが

ろうと して も， テ ィムはどうす ることもで きずにただ見てい

るだ けで した

馬 はおきあが ってか ら体を ゆすぶ り，いなな きなが ら，け

い こ くを とび こえ，牛のむれのそばを通 りぬけ，牧場に ある

家 をめざ してか けだ しま した。

「ドオー／ ドオー
．／」 とテ ィムは， よんで もむだだ と思い

なが らさけびま した。

「プ リンス／ トローパ ーをつれ もど して くれ ／」 しか し
，

プ リンスはつれ て こよ うと もせず ににげて行 く馬の あとをお

って氷 ついた道 をよ こぎ り，か けて ゆきま した。

冬のこごの白い光 がきえて ゆ くころになると， テ ィムはも

うプ リンスが， トローパーをつれ もど して くるのを あき らめ

て しまいま した。

あま りのいた さにはを くい しば りなが ら， テ ィムはひっ し

にな って土手 をはいあがろ うとしま した。 しか し， ころんで

また下 まですべ りおちて しまいま した。 ３回 目にやっ と土手

の上 にた どりつ きま した。

みを きるよ うなつめたい風 がけい こくをふきぬける ときむ

ちで 「び しっ」 とうたれた ようなかん じで した。彼 はつかれ

はてて氷におおわれた草 の土 によ こにな りま したが このま

まいた方がいいのか，それ とも長 い道 を家へかえ った方 がい

いのかま よってい ま した。

牛のむれをみぞれか らま もり， ミル クを しぼ らなければい

けません。で も， もし家へかえれた ら近 所の人た ちにてつだ

って もらえると考え，彼はづ いに長 くくるしい道をあ るきだ

しま した。ハ イウエーはみぞれでおおわれていたので， テ ィ

２２９



ムは明 日の あさまで両親の助けを きたいす ることがで きない

と思い ま した。牧 場 にはラグス しかいませんで した。 その ラ

グス もか ぎをかけ られてい ました。

と ころが とつぜん，氷のよ うにつめたい風 にの って氷 つい

た道をか ける馬の ひずめの音 と犬のな き声 が聞 こえて， その

音 はさむ さでかんか くのな くな った ティムのか らだに しみわ

た りま した。彼 はあ りったけのちか らで， こごえている両手

、を口 もとにもってゆ きま した。 ．
「プ リンス

， ここだよ／ ここだよ／」 とさけび ま した。 し

か しそれはプ リンスではあ りませ んで した。 しんぱい しなが

らも喜 んでい るなき声 の主 が， いまははっき りとわか りま し

た。 それは ラグスで した。

テ ィムは地面 にす わ って， その老犬 に顔を なめ さ せ ま し

た。彼 は うでを犬 の首 にまわ して， カサカサ の犬の毛の中 に

顔 を うず めま した。彼 は， ラグスがいた さの あま りひ めいを

あげ るまで ラグスをはな しませ んで した。

それか らラグスはテ ィムが立 ち上が って，馬にまたが るま

で しんぼ うつ よ くそばに立 って ほえつづ けま した。 テ ィムが

ぶ じに馬 にの って家 にむか った とき， ラグス はとて もまんぞ

くそ うで した。彼 はけい こ くをかけお りて牛た ちを家までお

いたて ま した。

テ ィムは，なや につ くとす ぐにランプ に火を と もし， トロ

ーパ ーか らくらをはず しま した
。 ま ぐさをかいばおけに入 れ

ると， こおりついた ような さむ さはい くぶんやわ らいでい く

ようで した６ しか し足 はまだ とて もいたみま した。 ２，３分

してか らラグスが牛をお って くるのが聞 こえて きま した。

牛が中 に入 ってえ さを食べは じめ ると， テ ィム とラグスは

家 にむかい ま した。 テ ィムが道具 小屋 を通 りか

か った とき，ま どにあなが あいてい るのを

みつ けま した。 まどわ くにの こってい ．。

たガ ラスの はへんを し らべ て み ズ詑　こおコ ダ

蹴観幽纏 ．
を あげた ことを思

いだ しま した。

テ ィムはひ ざまず く

と，年老いた ラグスを

じぶんの方にひ きよせ

ま した。彼 はふかぶか

と した毛の中を しらべ

てい るうちに， ラグス

のか らだに深 い きずあ

とをみつけま した。

ティムの口か ら思 わ

ず うめき声 が で ま し

た。 そ して 目は涙 でい

っぱいにな りま した。

「ラグス
， おまえはまどガラスをやぶ ったんだね。 トロー

パーが ひと りで帰 ったのを見て，ガ ラスをやぶ って外へでた

んだね。」 そ うい ってテ ィムはな きだ しま した。

プ リンスは， うらぐちのかいだんの ところで まっていま し

たが， テ ィムのかか とに じゃれ るよ うにしてかみ つ き ま し

た。

テ ィムはプ リンスにむか って，お こっていいま した。

「ラグスがいなか った ら
，おまえは ラグスのよ うに して く

れたかい 。」 テ ィムは ラグスをだま して道具 小屋 の中 にかぎ

をか けて， と じこめた ときの ことを思 いだす と気 がひけま．し

た。それに もかかわ らず， ラグスはそれをゆる して くれ ただ

けでな く， 自分を きずつけてまで も彼 をたす けにきて くれ た

ので した。．

彼 はプ リンスをゆ るす気 にな りま した。老犬 ラグスは 「ほ

ん とうの忠実 さ」 とい うことを， テ ィムにお しえて くれ ま し

た。 テ ィムはプ リンスにいいま した。

「おまえはまだわかいんだ
。老犬 ラグスはきっとお まえが

りっぱな牧場 犬になれ るよ うにお しえて くれ るだ ろう。」
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これ らの こ と

を学 びま した

第二副管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

「

い とも栄光に満ち沃 使 らに近
き者とは清き若人である。こ

の若人は現世において言葉に尽 くせぬ

喜びを得，次の世で永遠の幸福を受け

る。」 （大管長会の声明 １９４２年 ４月 ６

日）

もし私に願いがあるとすれば，現代

の若人にこの偉大な約束と祝福を受け

るにふさわしい生活を していただきた

いということである。私たちが存在す

る目的はつまるところ永遠の生命を得

るよう自分 自身を備えることである。

みじめな状態や過去の行ないを悔いる

状態よりも永遠の幸福の方を望まない

者がどこにいるであろうか。

私は生涯にわたって若人の前に立ち

ふさがる大きな悪の力や誘惑に少なか

らぬ関心を抱いて著た。そして私の父

が次のような大切な忠告を与えてくれ

たことにいつ も感謝 してい る の で あ

る。 「まず神の国と神の義 とを求めな

さい。そうすれば，これらのものは，

すべて添えて与えられるであ ろ う。」

（マタイ ６：３３）

この忠告を受け，さらに幼ない時か

ら福音を学び理解 してきたおかげで，

私は多 くの友人たちのように数々の誘

惑に会って も悩まされることな く，そ

の誘惑に立ち向かうことができた。若

き日に接 した人々のことを考える時に

福音の教えを信 じてそれに従い，誘惑

に打ち勝つ力を備えていた人はさらに

進歩成長を続け人生で成功を収めてい

るという歴然とした事実に会う。一方

正 しい選択を しなかった人は，自分の

弱点を認め，福音を受け入れ，そ して

誤っていたや り方を悔改めない限り一

生涯その代価を払っている。

私 は立派な人々と接することでつね

に大きな力を得てきた。 このことから

私はたえず自分の子供や孫たち，また

恵まれて親しくする機会のあった若人

たちに，環境や条件がどうであれ良い

友だちを選ぶようにすすめている。そ

して高い目標を定め，善悪をわきまえ

なすべきこと，またしてはならないこ

とをはっきりと区別して行動するよう

にすすめている。このように決心をし

ない限り，悪をなさしめるような圧力

を受けたり感情に陥った場合に善を選

ぶ ことはほとんど不可能である。

私はスカウ ト指導者として，あるい

は学校の教師，その他教会のいろいろ

な役職上，若人と接する機会に恵まれ

てきた。また多 くの理由で若人に面接

する機会があった。この経験から，福

音の教えに従って生活 している若人に
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とって正 しい選択は容易なことであり

福音の真意を理解 していない人々より

も幸福で順応性があることが わ か っ

、た。

今の私には，人生のよい もの を受

け，また将来のために自分を準備する

ように両親が私に示 して くれた模範，

教育，愛と信頼に対 して感謝 しようと

思ってもできないのである。

しかしあなた方は両親を信頼 し，忠

告や勧告に従 うならば，両親から大き

な助けを受けることができる。彼 らは

あなた方の幸福を願っている。あなた

方の成功は両親である彼 らの成功でも

あ るのだ。そしてあなた方の失敗は彼

らにとっても失敗であり，あなた方と

共に悲 しみ，共に喜ぶ。幸福 と成功を

心から望むのであれば，戒めにある通

りあなた方の父 と母を敬 う こ とで あ

る。あなた方には両親の知恵 と経験 と

いう恩恵が必要である。

私は常に人類が現世にあるのは幸福

を得んためであると信じてきた。そし

て人が善をなすならばさらに大いなる

幸福を得，同時に成功を収めることが

できると確信 している。事実私は娘た

ちに，青春時代に友 と出かけるな らば

すばらしい時を過ごすよう，後に悔い

が残 ることのないすばらしい思い出と

なる時を過 ごすようにといつ も言って

きた。

朝の祈 りの中で自分の行動に対する

導 きを願い，晩には良い報告ができる

ようにと祈 ることによって，私は常に

しなければならないことをす る勇気を

２３２

得てい、。もし若人が以上の。と謡

瑠 め，天父がその子供たちに戒めを １

守 るよ うに願 って いる ことを覚 えるな １

らば，翻 、打ち勝つ力を得、燵 、・ ｉ

５な い
。 １

５私は現代の若者を心から愛し
，大い １

に信頼 している。悪の力や翻 がかつ １
へ

てないほどに増 していることは確かで ｉ
ト

あるが，あなた方は以前の人だちより ！

もさらに良い教育を受け，誘惑に会う

徹 ができているのである・そして企 ／

業やその他の面においても指導者 とし

ての責任を受ける備えができているは

ずである。

あなた方は私たちにとって将来の希

望である。より良い世界を造ることが

あなた方の特権であり責任なのだ。い

かにすばらしい世界を造 るか見届けた

いものだと思う。 これは肉体を強健に

し，精神を目覚めさせ，道徳的に正 し

く，常に天父の導 きを求める時にのみ

な し得ることである。 アルコール， タ

バコ，そして麻薬はあなた方の信仰と

共に能力を も減少させて しまう。

神の武具で身を固めなさい。神を信

じ，正義によって行ないを決めるな ら

ば，決 して道を誤ることなく，必ず幸

福になるのである。現代の混迷 した世

の中に混乱をもたらす者の顔 に幸福の

影は見えない。 しか．し善を知ってそれ

をなす者は幸福への道を歩み，進歩を

続ける。願わくばあなた方が現世で言

葉に尽 くせぬ喜びを得，次の世で永遠

の幸福を受けられんことを。

詞〆

．．亨一 腕 ～ ．

｛

「 ＿ の 記 事 は フ ィ ク シ ョ ンで は な く

一
実話 で あ る。 著者 ロ ジ ャー ・マ

ク ロー リ ンが 空 軍 の 医 師 と して ベ トナム に

駐 留 して い た 時 ， 彼 と その 同 僚 に 起 こ った

こ とで あ る。

やわ らかい日ざしが軽やかに波打ちなが

ら私のたくましい身体にふり注いでいた。

その光と暖かさを感 じなが ら，私は眠気を

誘 う気だるさからそっと揺 り起こされるよ

うであった。それは今朝心の中が燃えたあ

の奇跡を思い浮かべたからであった。

その日は大会の日曜 日だった。基地に残

っていたモルモンは， ドンと トレー シー，

それに私の３人だけだった。私たちは任務

があったため，ナ ・トラングの大会に行 く

休暇が取れなかったのである。私たちは同

じ隊に属していた関係上，朝食が済むと一

緒に集まって自分たちだけの聖餐式 と証会

を開いた。簡素な聖餐式で，２人が祝福す

ると残りの １人が祝福を施した ２人にパス

をした。しかしながら私たちにとってそれ

は，厳粛で特別な感じのする聖餐式であっ

た。
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その簡単な会が終わると， トレーシーは

中隊本部へ行った。私とドンは基地の取引

所で １時間半ほど話をしたり，うすい粉 ミ

ルク入りのミルクセーキを飲んでいた。 こ

の ミルクセーキはおいしいとは言えなかっ

たが，ベ トナムに来て時がたつにつれて少

しずつおいしいと思 うようになっていた。

それからドンと私はＭＡＣＶ （ベ トナム軍

蝋助司令部）へ行 ってベ トナム人の洋服屋

に会い，おみやげにするポンチョの上着を

作 る相談をしようということになった。

ドンの話では トレー シーもこのポンチョ

を欲 しがっているということだった。そこ

で私たちは早速傷病兵を運ぶ車に飛び乗り

トレー シーを連れに飛行場へ向かった。救

助小屋へ入って行ったドンはす ぐに戻って

来た。 トレー シーは，戦闘中に死んだ兵隊

たちの遺体が今着いたところなので手伝い

に死体安置所へ行ったというこ とで あ っ

た。

私たちは少しの間そこに腰をかけ， トレ

ーシーを連れに行こうかどうしようが迷っ

ていた。もし行けば手伝うことになるだろ

うし，彼がいなくても構わない こと だ っ

た。 しかしたとえ休みに鋤 くことになると

しても私たちは彼を連れて行きたいと思 っ

た。その仕事に終 日かかり切 らなければな

らないとしても，私たちはその方が気が休

まるのをおぼえた。

外はうだるような暑さで，少 し仕事をす

れば汗びっしょりになるほどだったが，建

物の中へ入ると冷房がきいていて，その暑

さを吹き消して くれる潮風のようにさわや

かだった。私たちはそこに立ち止まって涼

しい風を受けながら，もし冷た くなりすぎ

たら汗が氷になって仕事をしな くても良 く

なるだろうなどと冗談まじりに話 して い

た。

後の部屋に続 くドアを通って出て来た陸

軍曹長が丁寧に私たちの要件を尋ねた。 ド

ンは トレーシーを探 していると答えた。曹

長は肩越しに親指を出して 「後です」と言

った。そこで私たちが ドアを通って後の大

きな部屋へ行 くと， トレー シーがそこで働

いていた。消毒液の強いにおいがひんやり

と漂 っていた。

トレー シーは，冷たい金属製のテーブル

にのせ られた全裸に近い死体の向こう側に

立 っていた。他にも８つのスチールのテー

ブルに死体がのっていた。まだ泥だ らけで

血がにじんだ軍服を着ている死 体 もあ っ

た。他はみなタオルを巻いているだけだっ

た。部屋の中は明るく，死体を前にしてい

ることを除けば，死体安置所の中にいると

い う感じはなかった。

トレーシーが顔を上げて笑いながら言 っ

た。 「君たち，こんなところで何 してるん

だ」私たちも笑いながら上着を作る一件に

ついて彼に話 した。彼はパ ッと顔を輝かせ

て自分も欲 しいと言った。けれど死体を拭

き終わるまでは一緒に行けないということ

だった。

どうしてこの仕事を与えられたのかと尋

ねられて，彼はダク トへ死傷者を探しに行

く手伝いをしていた時の様子を話して くれ

た。何人もの死傷者を見つけて第７１避難病

院へ連れて行き，救急部屋に横たわる彼 ら

の痛々しい姿を見ていて，自分が死体を安

置所に運んで行 って，国へ送る用意をした

いと申．し出たことなどについて話 した。軍

曹長は，自分の隊がその朝早 くプレイク市

に向かって出発してしまっていたので トレ
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一シーの助けに感謝 したのだった。

私たちには トレー シーが助けたいと思っ

たその気持がよくわかった。そこで ３人一

緒にベ トナム軍援助司令部へ行けるよう，

残 った４体の死体を手伝 うことにした。

ド・タ桝 消翻 と椛 取 り・す ぐそば

にあった妬体を拭きながらそこに横たわっ

ている死体がどのような殺され方をしたの

か，また戦争 というものについて話 し合っ

た。

まず軍服を脱がせ ると薄い緑色の消毒液

で体をごレこしこす り，．次にきれいな水で

洗 って拭いた。 ３人で話しながら仕事をし

たせいかそれ程時問もかからずに死体を拭

く作業は終わった。

それからトレーシーは長 くて重い黒色の

死体袋を出して来た。私たちはその袋を死

体の横に置いて行 き，遺留品と共に死体を

袋に入れた。軍曹が死体を調べ，書類を作

ってからそれぞれの袋をしめるため，長い

チャックはしめないでおくことになってい

た。

そろそろ終わる頃になって，私 とトレー

シーはテーブルと床を掃除し， ドンは最後

のチェックをしていた。

帰ろうとしていた私たちに ドンが尋 ね

た。 「おいポコ，人が死んでも人体組織の

ある部分は生 きているっていうのは本当か

い ？」

私は彼の方を見ながら答えた。 「そうだ

なあ，髪の毛は ２時間ぐらいの間なら伸び

るって聞いたことはあるけど，それも目立

つ程ではないらしいよ。脳は心臓が止まっ

てから ２，３分働いているそうだ。 しかし

それ ぐらいのものだと思うよ。でもなぜだ

い ？」

「じゃ，涙腺はどうだろう？死んだ後で

も働いているのかな。」

「そんなことは聞いたことがないけど，

まあそういうこともありうるだろうね。だ

けどなんでそんなことを聞 くんだい ？」

「ぼ くはこの死体の目にすすぎ水が残 っ

ていたんだろうと思って今２回も拭いたん

だけどジまた目のふちに水がたまっている

んだ。．泣いているんじゃないだろうか」

トレ窄潔７、ζ私は立ち上がるとその死体

に近寄つた。１８歳 ぐらいの少年のりゅう散

弾に傷つけられた顔をのぞき込むと，涙が

１滴目のふちににじみ，それから流れて耳

黙禽

に入つた。

「この人はまだ生きてるぞ。」私が小さ

な声でそう言うと，私たち３人はす早く次

の動作に移っていた。まるで何百回となく

こういう状況を経験 しているかのようだっ

た。 ドンが救急車の鍵をつかみ，安置所の

ドアを開けて くれたので， トレーシーと私

で少年を外に運んで担架に乗せた。サイレ

ンの鳴り響 く救急車を， ドンは第７１避難病

院へ向けて走 らせた。

救急車に揺 られながら， トレーシーはま

た少年の目か ら涙を拭いてやった。私が少

年を祝福 しようと思い，名前を知ろうとし

て認識票に目をやったその時，認識票の下

に末日聖徒を表わす ＬＤＳという小さな文

字が目に入った。私は彼の頭に両手を置き

ほとんど聞き取れないぐらいの 声 で 祈 っ

た 「聖なるメルケゼデク神権の権能とイエ

ス ・キリス トの権能により，汝の生命を回

復する適切なる処置がとられるまで，我は

汝が生きなが らえるよう命ず」

トレー シーは私の方を見つめながら自分

の目から流れる涙をぬ ぐった。そして感謝

の気持をこめたほほえみを見せ，頭を下げ

て静かに祈った。

サイレンが鳴りやみ，私たちはアスファ

ル トの道路をすべるように走 りなが ら第７１

避難病院の開いている ドアに向かって行っ

た。軍医は救急車か ら兵士をおろすのを手

伝い，それから救急用の病室へ彼を運んで

行 った。 ２人の医師からいろいろ質問され

て，私たちも知っている限りのことを答え

た。彼 らが何 も言わずに非常口を通って奥

へ姿を消 した後，私たちは２時問以上も外

の木製の長椅子に腰かけていた。

私たちが上着を買いに行 こうか と話 して

いるところへ医者の１人が姿を見せ，私た

．ちの方へや って来た。私たちは皆立ち上が

った。

「君たち待っていてくれたんだね。どう

もありがとう。奇跡が起 こったことを話 し

てあげようと思ってね．あの少年はあらゆ

る医学の標準から考えて死んでいたと言え

る。 ９ケ所 もケガをしていたし，出血多量

でもう血 も出ない程だったのだ。心 臓がひ

どく．弱 うていて鼓動も聞．こえなければ，脈

もわからなかった、相当衰弱していたから

呼吸も気がつかなかった程だ。法的に言 っ

たら彼は死亡 していたのだ。 しかし，現実

に彼は生きながらえているんだからね。

そして動いたり，反応を示すこともでき

ないままに安置所の冷たいテーブルの上に

横たわって泣いていたのだ。君たちが涙に

気がついたとは彼は本当に幸運だった。さ

もなければ，すぐに死んでいただろうから

ね。実際のところ，君たちが彼を連れて来

た後でさえも，死んだ状態だったと思う。

１，４００ｃｃの血液を輸血 して， さらにやれる

だけの傷の手当をしてもまだ回復する力が

なかった。でも，彼は回復 したのだ。」

そこまで言 うと少 し間を置き，それか ら

彼は私たちの方をまっすぐに見つめなが ら

言った。 「私は８年間医者をやってきて，

このユ５ヵ月というものベ トナムで治療を続

けて来たが，こんな奇跡は目にしたことが

ない。」彼は地面を見つめながら言葉を続

けた。 「ねえ君たち，あの若い兵隊がきっ

き少しの間私の方を見上げてね。そして弱

々しそうにほほえみを見せながらこう言っ

たんだ。 『神権』 とね。彼は何を言いたか

ったんだろうかね。」医者は私たちから返

事を待たずにゆっくりと背を向け，それか

ら病院の ドアを通り抜けて戻って行 った。

今私はこうして日を浴びなが ら，いつか

あの医者のところへ行って説明をする時が

あるだろうと思っている。しかし今はただ

身体を休め，現代に起こった奇跡を目のあ

たりにした喜びを味わっていたい。

注 ：ロジャーは現在コロラド大学医学セン

ターの病院管理を学ぶかたわら，早朝

のセミナリーを教え， リトル トン第２

ワード部に所属している。彼と後に妻

となったバーバラは１９６１年故郷のアイ

オワ州オタッムワにおいて教会に入っ

た。

死体安置所で兵隊たちが仕事に対して

何事もないようにふるまう様子が気に

なるようであれば，ロジャーが編集者

に語った次のことばを心に留めていた

だきたい。 「知人が倒れ，友人がすぐ

横で殺されるのを経験したら，あなた

も死に対して感覚がマヒするようにな

るでしょう。そうならざるをえないの

です。もしそうでなければ，どうしよ

うもな くなって神経がまいってしまい

ます。



ス ポ ー ク ン ワ ー ド

リチ ャー ド ・Ｌ ・エ バ ン ズ

集 団 の 中 に
一 度 に多 くの 日 々を

ヘ ン リー ・バ ン ’ダ ィ

クは １ 「生 活 教 育 」２ ＿

の 中 で 次 の よ うな 見 解 を 述 受

べ て い る。 「人 は 集 団 の 中 文

． ｏ ・ ．

で生きなければならない。

しか し集団のように生きて

はならない………」

め繍 欝聯 弓
であり，我々も学ばねばな
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らぬものである。人は個人として生きようと欲する一 一個

の人間として自らの好むように生きることを 少な くとも

人はそう言う。 しか し人は必ず しもそうは しない一 集団に

従わせようとする力が働 くからであろう。その証拠に，流行

を追 うように強制されることを考えてみなさい。 しか し，集

団に従 うかあるいは一個の人間として独立 して生きるかにつ

いて，我々は厳密に同じ模範に従 う必要はない。良い模範と

同様に悪い模範もあり，それを識別 しなければならない。だ

がある恐ろしいものがある。それは群集心理と呼ばれ，人は

衝動にかられて動き，必ず しも物事を考え抜こうとしないこ

とである。そして我々が最も厳に戒めなければならないこと

は，悪でも多くの者がそれを行なえば正になるということで

ある。つまり，集団として行なうことによって悪は正当化さ

れるのである。 しかし自らの意志によらずとも，その集団の

中のだれひとりとして共に悪を行なった個人的責任は回避

し得ない。なぜなら集団は個人により構成され，集団の行為

は根本的には個人の行為なのであるから。少年少女は （おと

なも同様），集団の中や仲聞と共にあって行なうべきでない

ことを行なおうとする時に，取るべきでないものを取ろうと

する時に，用いるべきでないものを用いようとする時に，．そ

して振舞うべきでない振舞いをする時に，次のことを自分自

身に正直に問うてみるべきである。

「もしひとりでいて人々の強制を受けずに，自分自身の考え

を働かせ，起 こる結果を考慮に入れるとしたら，私はこれを

行なうだろうか」。我々はひとりであろうと集団の中にいよ

うと，すべて自分自身の経歴，自分自身の思い出としてその

行為を身に受け，自分自身で責任をもつのである。アブラハ

ム ・リンカーンはこのことについてこう言っている。 「正義

に味方する者につけ，だが悪に傾き始めたら．その者 と離 れ

よ」 「人は集団の中で生きなければならない。 しかし集団の

ように生きてはな らない……」

へ

１． １８５４年 １０月 １６日， イ リノ イ 州 ピオ ー リアで の 演説 。

２． Ｔｈｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｌｉｆｅ

私 は親 しい友１が・愛
する者を失い悲しみ

にくれている人へこう言う

のを聞いた。「一度に多 くの

日々を生きようとするもの ． ㌍

ではない」．この忠告はほか

の状況にも見事に応用でき ・．鉦

る。 「一度に多くの日々を

生きようとするものではな

い。」我々はあまりに多く

藤．．ｒ．

己

のことを一度にやろうとして，またあまりに多 くのことを一

度に決定しようとして失敗することがある。そのような時，

前進はせき止められた川の水のように止まり，それはまるで

多くの人々が同じ戸口へ殺倒 した時のようである。悲 しみの

打撃の覚めやらぬ入にとって先を見通した決定を下す ことは

困難である。

ひどい重荷を負い苦しんでいる者は，あまりにも多くのこ

とを一度にやりすぎて失敗する。我々には，冷静な判断力に

欠け．，別の方に目を向けなければならない時がある。また，

我々には人問の力以上のよりどころとなるものに頼 らねばな

らぬ時，すなわち熱心な祈 りの中で自らの力を超越した者か

らの安らぎと見守りとを求めて，請い願 う時がある。急を要

する複雑な問題，事故，病気，悲 しみ，また愛する者の死に直面

している人たち，家庭と仕事，興味と義務を切り離 して考える

ことを抑えようとする人生の軋礫に悩み苦 しんでいる人たち

よ，ちょっと立ち止まり，祈 りを通 して主に頼 りなさい 時

間をかけて事態を考え抜くが良い。何が最も大切かを捜 し求

めよ。そして一度にすべての重荷を背負おうとしたり，苦悶

の最中に，あらゆる将来の決定をしたりするものではない。

時というものは我々に多くを与える。時は我々の心をいや

し，悲しみを和らげてくれる。たとえ愛する者が我々をおい

て去った時でも，人生は続き，ともかくも耐え得る役に立つ

もめとなるのである。

人々は順応 している一 かつて何百万という人がそうして

きたようにこれからもそうするだろう。最も良 くない問題の

解決法は，一度に力まかせにやることである。我々はそうし

なければな らなくなる時まで，何ができるのか，何に耐え得

るのかを知 らない。 しか し，我々が常に考えているよりもは

るかに多くのことができるだろう一 そして平和とやすらぎ

と和解がおとずれる。もう一度私の賢明な愛する友からのふ

さわしい忠告を繰 り返そう。 「一度に多 くの日々を生きよう

とするものではない」

．．藻 ．

１． ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー 副 管 長

２３５
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若 人 を

備 え る

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

第一副管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リ ー

△ 日世界中にあるこの教会のどこを訪れても，一７
末 日聖徒の若人の将来に対 して深い関心が寄

せ られていることに気づくであろう。教会の将来が

我々の若人にかかっていることか ら，この関心 も無

理からぬと言える。やがて家族を，そして定員会，

ステーキ部， ワー ド部，補助組織を管理するのは彼

らなのだか ら。

確かに，彼 ら若人を備えるうえで私たちが現在 し

ていること，あるいはしていないことが，若人の教

会を導 く力，家族や福音，同胞である教会員を愛す

る心に影響を与えるのである。

使徒パウロがテモテにあてた書簡の中に，老いも

若きも心 して聞 くべき時宜を得た勧告がある。 「あ

なたは，年が若いために人に軽んじられてはならな

い。むしろ，言葉にも，行状にも，愛にも，精神に

も，信仰にも，純潔にも，信者の模範に な りな さ

い。」（欽定訳 １テモテ４ ：１２）

私たちは教会の若人を愛 し，そして言う。パウロ

が若 きテモテに言 ったように，信者の模範 となるな

らば最 も幸福な者になるであろうと。教会の将来は

守 られている。そしてさらに，若人が言葉にも行状

にも信ずる者にのみ見 られ るキリス トの純粋な愛と

純潔を示すな らば， さらに栄光に満ちた将来となる

であろう。

教会にとって若人がそんなにも大切なのか と疑問

を抱 く人は，教会歴史事務局で用意 した膨大な統計

による次の資料に注目していただきたい。

教会員の５０パーセン トを下 らない数を２５歳以下の

年令層が占めている。また１２歳か ら２４歳 までの年令

層が３０歳以上に劣 らぬ数を有 している。 もし１６歳か

ら２５歳までの年令を調べるならこの年令層が全教会

員数の２３パーセントは下 らないであろう。そ してこ

の年代は恐 らく最 も刺激が多 く，最 も重大な決定を

する時期であると思われる。

統計を見ただけで，私たちのかかえているチャレ

ンジがいかに大きいかがうかがえるに違いない。そ

れは，この膨大な数に及ぶ若入がやがて困難な時代

に王国のために働 き，王国を導 くからである。私た

ちは若人を備えるために，現在以上により良い働き

を しなければならない。

今や家庭と家族が教会の将来を決める鍵であるこ

とが一層明白になってきている。愛を受けていない

子供，規律や仕事，責任を知 らないで育った子供は

行動あるいは知的な面を問わずに，サタンが幸福と

称 している麻薬や性行為にふけり，暴動を起こすこ

ととなる．また私たちは家庭の夕べに非常に力を入

れているが，私たちがこの機会を利用 しさえすれば

その努力によって大きな祝福が約束 されている。こ

の家庭の夕べについて教会では単にすすめるだけに

留まらず，さらに援助を惜 しまないつもりである。

結婚，愛，そ して性について教え学ぶ最適の場は

家庭をおいて他にはない。これらはみな神聖な神殿

結婚に結びつ くことだか らである。現代の若人たち

の疑問に答えられる場は愛のある所，すなわち家庭

」



以外にはない。愛は若人の心を和 らげ，信頼に足 る

と思われる人の言葉に耳を傾けさせる。教会でのレ

ッスンやクラス，定員会は家庭を補 うものであり，

もし重大な欠陥がある家庭が存在するとすれば，私

たちは全力を尽 くして完全なものとしなければなら

ない。

イエスが第 １と第 ２の偉大な戒めについて 「これ

らの二つのいましめに，律法全体 と予言者 とが，か

かっている」 （マタイ２２：４０） と言われたのは，歴

史の過程における最もすばらしい洞察力を示 したも

のである。なぜならその２つの戒めの上に私たちの

教えを築き，その光によって組織を導き，プログラ

ムの相互関係を育ててい くからである。

愛を知らない子供が隣人を愛するようになるだろ

うか。信頼を受けたことのない若人が信頼を理解で

きるだろうか。仕事や責任について全然知 らない少

年が，社会を動かしていくうえでそれ らの特性がい

かに必要か果たして理解できるだろうか．家庭で福

音の原則について遠慮なく話 し合える場を持たなか

った少女が，自分の宗教について世間から批判を受

けたり，議論をいどまれた場合にそれを切り抜ける

ことができるだろうか。父親がタバコをすうために

（推せん状を持っていて も）自分の神殿結婚には立

ち会わないで くれと言わなければならない場合に，

もし家族のごきげんを取るためにその不祥時に目を

つむる監督がいたとした ら，その息子は監督に全幅

の信頼をおけるだろうか。福音の原則を，実践によ

って経験 しないで信じようとしてもそれは無理であ

る。

若者たちがある場合に大人の偽善をするどく突 く

のは，私 たちのあら探 しをしたいばかりからではな

く，深い失望感によることも忘れてはならない。彼

らは私たちが外見 と内容を一致 させることを心か ら

望んでいる。それは若人にとって私たちが真に信 じ

る者であるという証になるか らである。

また私たちはもっと進んで若人に適切な責任を与

える必要がある。私たちの管理者であるジョセブ ・

フィールディング ・スミス大管長は若 き時より責任

を知っておられた。そ して父君のジ ョ「セブ ・Ｆ ・ス

ミス大管長 もそうであった。

神は幾度とな く御自身が選びたもうた若人たちに

特別な召 しを与えてお られる。若人に見 られる倦怠

感や落着きのない態度は，完全に責任をまか された

り；働 く機会が与えられる前に長い期間勉強 し，親

の保護下にいなければならないことか ら生 じている

例が多い。若人は何かを し，達成 したいと思ってい

る。それには準備が必要なことはもちろんだが， も

し若人の希望を考慮 し，教会のプＰグラムで働 く場

を作ってあげるなら，彼 らが成長 して一人前になっ

た時に多 くのことをなし遂げるに違いない。

ノアの時代 と変わ らないと言われているこの時代

にあって，私たちは若人が正 しい選択の方法を学び

正 しい意味の自尊心を備えた人に成長するよう助け

なければならない。その時にこそ彼 らは家庭の影響

を直接受け，家族の愛によって悔改めを大切なこと

として実践できるのである。家庭および教会外にお

いて若人を取りまいている環境は，価値感から言え

ばむなしいことが多 く，また福音の原則に矛盾する

考え方が多 くある。

私は，現在においてもまた過去においても教会に

は選ぶ権利は与えられていないと思 う。 しかし，家

庭にその神聖な使命を遂行す るよう援助を与え，ま

た末 日聖徒め家庭生活を向上 させ るうえでさらに何

かをなす権利は持っている。それは天の秩序であり

若人のためになる最 も実践的な働きかけだか らであ

る。多 くのプログラムや組織を通 じての働きと同 じ

ようにこれ ら教会か らの働きかけも大切ではあるが

家庭に取って代わるようであってはな らない。家庭

を助けるべきである。

世間で見かけるある人々とは異なり，私たちは若

人の真似を した り，気に入 られたいばかりに自分本

来の姿や個性を譲歩 してまでも彼 らをおだて上げる

ようなことはした くないと思 っている。同様に， １

部の青年男女の行動を理由にすべての若人を見放す

人々のようでもありた くない。すべてにおいて，主

の教えを導 きとしなければならない。私たちは何事

もうのみにするのではなく，賢明でなければな らな

い。私たちを非難 し，虐待する人を も愛する必要が

ある。原則を曲げることなく， しか も愛するにさと

く，許すに．さとくなければな らない。自分が救い主

とその王国に誓った約束を若人を含めた他の人々に

教えるよう，常に備えを していなければな らないの

である。

願わ くば私たちが若人のために働 き，愛 し，導き

今日および将来に向かって彼らを備えることができ

るように。

２３７





天 か らの 贈 り物
ジ ョ ー ジ ・デ ュ ラ ン ト

／
無

「、 か ら愛 す るマージ ョリー， キャ メロン， ピー心

ザー汐 オ レン，ホー リー，・冒 デ，，私 は何 よ

りもまず おまえたち と一緒 に永遠 の生命 を得 たいと

思 っている。大学，伝道，神殿結婚， これ らはみな

大切 な ことだ。計画 を進 め， 目標 を立て， 自分 の記

録 を書 いて年 に ２度写真 を取 るよ うに しな さい。」

これは本 当に短 い手紙ですが，父親か ら家族へ あ

てたすば らしい証 です。手紙を受 け取 った家族 は喜

びのあま り， その簡潔 な文 に含 まれ ている大切 な内

容をほ とん ど心 に とめ られないほ どで した。 その １

つ １つの言葉 は宝 物のよ うで した。彼 らは ２年半 も

の問待 ち望 んでや っと手紙 の主 がまだ生 きてい ると

い うことを知 ったのです。

合衆国の空軍パイ ロッ トであ る父ｉ親は，戦闘 の際，
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絶えていたのです。その最初の手紙が来てか ら５か

月後に２通目の手紙がきました。その手紙の中で父

親は再び最も心にかけていることを家族に語 りまし

た。 「心か ら愛する家族へ。私の方は元気でやって

いる。家庭の夕べや，食料貯蔵計画，読書計画，そ

して朝食時に歌や聖句を家族で共に読むことをきち

んと続けてやっているだろうね。マージ，大学のク

ラスは楽 しいかね。児童文学，芸術，音楽鑑賞，家

計，個人財政学をよく勉強するように。ジェイ」

父親が家族に連絡する内容は限 られ，必要なことし

か書 くことを許されなかったのです。彼は手紙の中

で家族に続けて家庭の夕べを行なうように言いまし

た。彼は明 らかに成長期にある子供たちを助ける何

かがそこにあるのを知っていました。大人になった

ばかりのあなたの息子のことを心に描いてみて下さ

い。責任感が強 く隣人に奉仕 したいと望む人，徳を

愛 し回復 された福音の神聖 さに対 して確固たる証を

持った愛 し愛 される人，あなたはそのような息子，

娘を育てたいとは思いませんか。あなたはそのため

に喜んで耐え，最大の努力をはらおうとするで しよ

うか。 もしあなたがそういう子供を望んでいるなら

時間はそう多 くはありません。赤ちゃんか ら大人に

なるまでの時期，それは束の間です。子供のそばに

いて教えるという機会を無視すれば，やがて取 り返

しのつかない損失を招 くことになるのです。

子供たちの将来に夢を抱 く両親にとって，主の家

庭の夕べのプログラムは天からの贈 り物のように思

えることでしょう。それは我々が しなければならな

いという義務かちではなく，やらずにはいられない

ものなのです。たいていどの親 も，自分の子供に対 し

ては同じような望みを抱いているものです。ではな

ぜ家庭の夕べを実行する親 とそうしない親がいるの

でしょうか。家庭の夕べはただでさえ苦労の多い生

活にさらに重荷を負わせることになると考えている

〔著者説明〕デュラン ト兄弟は現在神権ホーム ・ティー

チングと家庭の夕べ委員会の幹部書記であり，以前に南

北アメリカおよびポリネシア島のレーマン人のための教

科課程の指導者であった。ソル トレーク市のウイルフォ

ードステーキ部，インペリアル第ニワード部でエクスプ

ローラー指導者として働いている。

２３９
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人がいるのでしょうか。あるいは父親が子供を教え

るのに知的にあるいは霊的に備えができていないと

感 じているからでしょうか。すでに試みた両親が，

子供たちのやかましいほどの反抗にがっか りしたの

でしょうか。そのような親たちに，私たちははっき

りと，家庭の夕べは負担になるものではないという

ことを，また父親だけが教師になる必要 もな く，子供

たちも反抗する理由がないと言えます。あなたにと

って家庭の夕べは他の数 ある負担の中の １つになっ

ていますか。もしそうなら，あなたの人生の真の目

標を もう一度考えてごらんなさい。あまり重要でな

いと思われるものはあとまわしにすることができる

はずです。父であり母であるということは，最 も完

全な意味で 「教会の仕事」であるということを心に

とめて下 さい。また重荷というものは分かちあうこ

とによって軽 くなるのです。父親の指示と家族全員

の助けがあって，家庭の夕べの負担は少な くなり祝

福が増 し加えられます。

ある父親はこう話 しました。 「私はちゅうちょせ

ずに家族みんなに助けを求めることにしています。

ある晩，私たちが家庭の夕べのために何 も用意をし

ていなかった時，私は私 と２人の上の子供たちが家

庭の夕べのテキス トを読んでいる間に，お母 さんと

別の ２人の子供にホットケーキをつ くるように提案

しました。準備をすることは，そのまま家庭の夕べ

を実践することにつながります。 もしそこで使う図

を書いたり，絵に色を塗ったり，演劇を したりする

必要があれば，私たちは家族みんなで準備をするよ

うにしています。

お母 さんと子供たちはホットケーキを作 りなが ら

歌の練習をしていました。私たち３人はその晩の話

題を選びました。 また私たちは ３人でテキス トを数

分間読みました。 リッチは物語を話すと言い，ジュ

リーは聖句を読んで説明すると言いました。私は，

そこで話 し合われる原則に従うことによって得 られ

る幸福について証を述べることにしました。

家族の一致が見 られたことは何とすば らしいこと

だったでしょう。私たちは楽 しい霊的な家庭の夕べ

を持 ちました。たとえそれが，負担であったとして

も，その日の夕べは私にはそうは思えませ ん で し

た。」

子供たちのふるまいは，時々両親を不機嫌にし，

家庭の夕べを不愉快なものにします。ある父親はこ

う言 っています。 「家庭の夕べを １度開いた後で，

私は自分自身のことを反省 してみました。問題は家

族ではな く自分であることに気づきました。私は家

庭の夕べで ２度 と怒 るまい と決心 しま した。 もし何

か私 を怒 らせ るよ うな ことが起 これ ば，私 は 「ち ょ

っとタイ ム』 と言 って水 を飲 みに行 きます。 た しか

に水 はた くさん飲 み ま したが，約束 は変 えませ んで

した 。」

気楽 な気持で開 くことを忘れないで下 さい。家庭

の夕べ は形式的 なクラスで はありません。家族 が共

に夕 べを過 ごす時 なのです。子 供た ちは順番 にすわ

る必要 はないのです。彼 らが床 に寝 そべ った り他 に

居心地 のよい ところにす わった と して，何か問題が

あ るで しょうか。彼 らはそのよ うに して耳を傾 ける

ことがで きるのです。 お父 さんがや さ しくお母 さん

に腕をまわすのはよい ことです。 それ はお父 さんが

お母 さんを愛 している とい うことを教 えることにな

ります。 もし子供 たちがその ことを知れ ば彼 らは永

遠 に大切 にす るものをそ こか ら学ぶ で しょう。砂糖

菓子 があれば，家族 が話 してい る間， よ く耳 を傾 け

て静 かな雰囲気がか もしだ され るで しょう。子供 が

面 白 くな さそ うに していた ら歌 を歌 わせ た り， ダ ン

スを させ た り，家族みんなでゲ ームをや るの もいい

で しょう。 あなたが１０代の息子 や娘 に話 して い る

間，小 さい子供が お もちゃの車 で遊 びたが った ら，

そのまま遊 ばせて おきなさい。

幅広 い年令層 にわたって いる家族 に，みんなが同

じ年令 の学校 の クラスのような行動を期待す ること

はできません。 「みんな，楽 しか ったか い ？」 と尋

ね ることは家庭 の夕べ の価値 を決 める一つの鍵 とな

ります。 くつろいだ雰 囲気 の家庭 の夕べを進 めて い

る両親 は，子供 たちがそれを心 か ら楽 しんで いるこ

とを知 っています。彼 らはまた， くつろいだ雰囲気

の中 に福音を心か ら心へ伝 え ることのでき る最上 の

ものが ある ことを見出 します。 その よ う な 家庭 の

父親 には教 える ことにつ いての不安がな くな り， レ

ッス ンは講義形式か ら話 し合 いへ と変わ っ て き ま

す。

あ る父親 は， １１歳 の娘 に目をや って，予定の レッ

ス ンとは違 った レッス ンを した経験を語 っ て い ま

す。

その父親 は，心 か ら娘 に こう言 いま した。 「キャ

サ リン，お前は本 当にきれいだよ。 いつか成長 して

大人にな った時，お前 は １人 の若者 に出会 い彼 はお

前 を好 きにな り，お前 も彼 を好 きにな るだ ろ う。 おー

前 は彼を好 きだ とい うことを私 に告 げ るだろ うが，

その時私 は彼 と戦 ってで もお前 を手離 した くはない

と言 うだ ろ う。 しか し，彼 と会 ってみてか らは，私

もだ んだん彼が好 きにな り， しば らくして彼 がお前



を愛 してお前 も彼を愛しているのを知るようになる

だろう。それか らある日，私たちはみな朝早 く起 き

て神殿に行 く。お前たちはそこで永遠の結婚をする

のだ。キャサリン，お父さんとお母さんが したとま

った く同じように，お前たちも結婚できるなんて何

とすば らしいことだろう。神殿は結婚するための場

所なのだ。」

愛と尊敬の気持の中でなされたそのような話は講

義ではなく，父親が尊重しているものを子供たちの

心に植えつける最 も良い例です。そこには少しの強

制 もないのです。神聖な霊感された信仰として私た

ちが心に抱いているものは，強制によっては決して

子供たちの心に伝わらないのです。その思いは最も

ふさわしい時に，心から心へ と伝えられるのです。

全員が自由に話せてすべての意見が尊重される家庭

の夕べでは，子供たちは一人前に取扱われていると

感 じ，彼 らの答 えは彼 らの思いを表わし，奮い立た

せるものとなるのです。日常の問題点を突 く話 し合

いになると，十代の子供たちは大きな興味を示 しま

す。

両親はよりよい聞き手 となる秘訣を学ぶことによ

って，よりよく教えるこつがわかるものです。 １人

の十代の若者が家庭の夕べで心の中に思っている∩

とを話すようにと言われた時， こう言いました。

「ぼ くの大きな悩みは，食事の時，にんじんが多い

ことです。」

母親がす ぐに答えました。 「にんじんはからだに

いいのよ。もう食事についての不満は聞きたくない

わ。」 その少年はその時からにんじんや他のことに

ついて も一切話をしな くなりました。彼にとって，

その日の家庭の夕べは楽 しいというよりむしろ苦痛

で した。 もしも母親が ．「あなたっていう子は本当に

にんじんがきらいなのね」と答えてさえ い た な ら

（そうするには忍耐を要しますが）少年はもっとた

くさんのことを言ったか もしれませんし，その全部

が全部批判的なことばか りではなかったかもしれま

せん。私たちはお互いがどのように感 じているかを

話 し，気持をわかってもらおうとする時に心を変え

るようになるのです。 ここで もまた私たちは強制で

はな く，愛 と尊敬をもって教える必要がでてくるの

です。

それは単に子供たちが強制的にではなく自ら進ん

で しようとするために，両親 と対等の立場で問題を

話 し合い解決できるということを意味 しているにす

ぎません。 、

ある父親は，子供たちをよく観察 した結果，彼ら

のなすことがみな悪いことばかりで，良い行ないは

せいぜい１９位だったと言い， こう語っています。

「だか ら，私は彼 らの誤 ちについてはあまり話 し

ません。私は家庭の夕べの時間を彼 らを責めるより

はむ しろほめるために使います。、私は彼 らの悪い行

ないよりも良い行ないについて話 したいと思 ってい

ます。」

家庭の夕べは愛を述べる時間です。 １人の少年が

言っています。 「お母さんについて知っている限 り

の良いことを言 うとすれば，一晩中かか るで し ょ

う。」 父親 も感激 し，つけ加えて言いました。 「お

父さんも同感だよ。私はお母 さんを心から愛 してい

る。」その子供の母親は喜びで胸が一杯になりまし

た。

その父親はさらにつけ加えてこう言 っています。

「その次の週，私たちは最高の夕食をいただきまし

た。」

家庭の夕べは子供たちに学校のことを話させる良

い時間です。小さな子供にとって，家族に 「国語の

教科書」の第一課を読むのを聞いてもらえることは

どんなにうれ しいことでしょうか。その子供は学校

で得たばかりの知識を示すことができ，同時に学校

の勉強の大切さを考えることで しょう。そのような

経験を もつ子供たちは学校でベス トを尽 くすように

なるのです。あなたは家庭の夕べを「開かなければな

らない」と思 う必要はありません。自ら開きたいと思

うようになるのです。言い方こそ違いますが数年に

わたって，あなたは子供たちに次のように言 ってき

たはずです。「この教会は真実だ。父親，母親として

私たちはお前たち １人 １人を愛 しており，またお前

たちの両親であることを誇 りに思っている。我が家

は世界中で一番すばらしい家族だ。私たちは永遠に

一緒にいることができる。ジョセブ ・スミスが聖な

る森で天父 と御子に会 ったことを忘れないようにし

て欲 しい。イエス ・キリス トは生きておられ，私た

ちの救い主である。また， この教会は主の教会であ

る。主の選ばれた指導者に従って行きなさい。そう

すればお前たちは決 して迷 うことはないだろう。」

予言者たちは 「そのような家庭に育つ子供たちは決

して堕落ザることはない」 と言っています。 あなた

がたが家庭の夕べを持ち，家庭の中で続けてその精

神を分かち合うならば，責任感が強 く奉仕すること

の好きな，また徳を愛 し，強い証を持つ愛 し愛され

る息子，娘たちを持つことができるのです。
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日 本 西 部 伝 道 部

那覇支部 ボーイスカウ ト活動

那覇支部の青少年 アロン神権者活動は実質的にはボ

ーイスカウトを中心に行なっています。それ程若い兄

弟達の興味 と関心を集めているのがボーイスカウ トで

す。

ボーイスカウト精神の中心になっているおきて，ち

かい，モットー，スローガンは全て教会で教えられてい

る福音の根本原則で しか も楽 しい屋外活動を通 して自

然に学ぶ ことができるので，若い兄弟達の進歩にとっ

て これほど理想的なプログラムは他にないでしょう。

私たちの教会が以前 よりこのプログラムを教会でとり

入れ， しか も活発に行なっている理由が次第にわかっ

てまいりました。ボーイスカウトを結成 してまだ２年

になりませんが，最近では会員以外の少年達 も加わり，ただ単

に隊活動ばかりでな く，一緒に他の礼拝行事にも参加するよ

うになりました。支部にスカウト経験者がおらず結成当時は

ほとんど手 さぐりの状態で活動を行なっておりましたがこの

度，隊員の中か ら６名が二級 スカウトに昇進できました。 こ

れからまだまだですが一日も早 くイーグル賞の名誉に輝 く隊

員を出すよう頑張りたいと思います。

隊 長 宮 良 毅

副隊長 武 富 良 行

私達はキャンプをすることにこまか く計画を立てて，準備

をして出かけるのですが，いざとなるとかな らず必要で大切

な道具や品物を忘れていた り，計画を充分消化できなかった

りで，同じ様な問題に悩まされます。私はボーイスカウトの

キャンピングを通 して，教会のプログラムにおいて，また，

自分の人生において綿密で関心深い計画を立てることがいか

に大切であるかを学ぶ ことができました

上級班長 相 羽 政 三 （教師）



日 本 中 央 伝 道 部

伝道部長の交代

１９７１年 ６月３０日， 日本中央伝道部 に新 しい歴史 の

１ペ ージが加 え られ ま した。

３年間，一生懸命働 かれた岡崎部長に代わって，

清水勝伝道部長夫妻が ３人 のお子様 をつれて， この

日に大阪空港に元気におつ きにな りました。

１９５９年１２月よ り，１９６３年 １月 迄 ３年間， 日本各地

で宣教師 と して働 かれた経 験があ り，姉 妹 も同様宣

教師の経験があ りますので， この大任を立派 に果 た

され るもの と確信 してお ります。

岡崎伝道部長 ご夫妻 は， ６月 には，念願 と してい

た ℃ ｎｅｆｏｒＯｎｅ”， つ ま り １か月 に １人 の宣教師

が １人を改 宗す る立派な成績 を残 して ７月 ２日午後

９時３０分の 日航機 で，帰 国の途につかれ ました。

およそ １５０人 の会員達 が，清水部長 ご夫妻 と共 に，

盛大な見送 りを しま した。 ちなみ に，６月 中に１４１名

の宣教師で １４７名の改宗者 を得 ました。会員達 の尚

一層の フェローシ ップをお願 いいた します
。



東 京 ス テ ー キ 部

夏 の 終 わ り に

、

夏休 み も終わ りに近 い ８月 の下旬，東京 ス テーキ部の青少

年た ちによ って東京 ス テーキ部の歴史 に新 たな一頁が加 え ら

れ るで あろう一つの行事が行 なわれ る。

＊ ＊ ＊

横 浜の三 ツ沢 にあ る青 少年の家， そ こに集 まるのは１４才か

ら２０才 までの将 来教 会 の指導者 と して活躍 するであろ う若 い

男性 と若い：女性た ちである。

＊ ＊ ＊

８月２６日，木曜 日。東京 ステーキ部内の各地 か ら若 い兄弟

姉妹が横浜 ワー ド部 にぞ くぞ くとつめかけて くる。朝 の ８時

３０分で ある。歓迎を担 当す るワー ド部 の兄 弟姉妹 は一人一人

名簿 と照 し合 わせ受付 け る。 ９時３０分，礼拝堂 で開会式 が行

なわれ る。 ステーキ部役員 の管理 の もとに この大会 のオ リエ

ンテーシ ョンが３０分行 なわれ る。 それ に聞き入 る参加者 は約

１００名。

それ が終 わると第 １日目のプ ログ ラムが開始 され る。 セ ミ

ナーであ る。 セ ミナーの担 当 フー ド部 の青 少年 たちは，各 ワ

ー ド部 のやは り参加者 の青少年 たちか ら希望 を とったセ ミナ

ーをア レンジ したのであ る
。

教会 の歴史，英会話，食事 マナーを含 むエチケ ッ ト， デー

トの仕 方，ダ ンスな ど，教育 的で楽 しい内容が，午前午後 の

２部に分かれて開かれ る。

そ して夜 は三 ツ沢 の青 少年 の家 に移 り， フォー ク ・フェス

テ ィバルが くり広 げ られ る。 フ ォー クグループの歌，演奏，

ダンス， そ して キ ャン プフ ァイアと， 自分 たちで計画 し， 自

分た ちで参加す る。

翌 日は １日スポーツが行 なわれ る。 そ して夜 はデ ィナ ーパ
ーテ ィ
， どんな珍味 が飛 び出すだ ろうか。

８月２８日土曜 日， ９時 か ら神権会 と若 い女性 の会を １時間

開 いた後，証会 を して， ３’日間のコースが閉幕 す る の で あ

る。

＊ ＊ ＊

これがユース ・コンファ レンスで ある。

＊ ’ ＊ ＊

東京 ステーキ部青少年 ア ロン神権委員会で は，完全 にユー

スを対象 とし， またユースが計画 した， 「ユース ・コ ンフ ァ

レンス」 を咋年か ら調査研究 してきま した；『

そ して ユース ・コ ンフ ァレンス とは 「通常年 １回，青少年

が共 に集 ま り， フ ェローシ ップをな し，信仰 を強 め，証を う

ちたて，才能 を伸 ば し，指導性 を養 い新 しい友だ ちを つ くる

こと等 の 目的 で行 なわれ，素晴 らしい社会的経験 を もた らし

ます。計画，準備，参 加は，神権者 の指導 と補助組織指導者

の援 助を得 て，青少年が行 ないます 。」 （１９７０年 「ユース ・コ

ンファレンス」） この理念 を もとに手 引に準 じた組織 を編成

しま した。すなわ ち以下のよ うな組織 です。

青 少年の各委 員会は本年 ２月 よ り毎月 １回，第 １金 曜 日午

後 ６時３０分か ら７時３０分の １時間集 会を開 き準備を進 めて き

ま した。 ユース ・コ ンフ ァレンスの ような大 きな行事に毎月

１回 １時間だ けの集会で は少 なす ぎる感 じもす ると思い ます

が，彼 らの仕事 は集会 の １時間で はな く，集会か ら次の集会

まで の １ケ月 間が責任 を行 なう場です。毎月 の １時間 とは進

行度合 のチェ ックと次第 に明確化 されて い くプ ログラムの確

認 だけです。 あ とは各 ワー ド部内 の青少年 たち全部が準備 に

ユース ・コンファレンス運営委員会

委員長一ステーキ部青少年 アロン神権委員会

委員長 （第二副ステーキ部長）

委 員一青少年アロン神権委員会の委員

（高等評議員）

ステーキ部ＹＭＭ ＩＡ会長

ＹＷＭ ＩＡ会長

各ワー ド部から二人ずつの青少年委員

（監督の青少年委員会からの代表者）

ｔ

青少年委員長

（今回は東京ワー ド部の青少年

委員が選ばれました）

青少年副委員長

（東京ワー ド部姉妹）

実行委員会

受付 ：第 ４ワー ド部

ＰＲ ：第 ５ワー ド部

プ ロ グ ラ ム委 員 会

セ ミ ナ ー ：横 浜 ワー ド部

フ ォ ー ク ：東 京 ワー ド部

フ ェ ス テ ィバ ル ：

デ ィ ナ ー ：

パ ー テ ィ ー ：第 ２ワー ド部

ス ポ ー ツ ：第 ３ ワー ド部

参加す るのです。 このよ うに して， 自らの手 で計画 し， 自ら

参加をす る東 京ス テーキ部 では じめての （もちろん 日本 では

じめて）ゴ ース ・コンファレンスが始ま るのです。 もしあな

たが１４才 か ら２０才 のいずれかであ るな ら，今 す ぐに準備 の手

伝いを して下 さい。

＊ ＊ ＊

ユース ・コン ファレンス運営委員会 名簿

委 員 長

委 員
〃

〃

〃

〃

〃

青少年委員長
副 委員 長

委
〃

〃

〃

〃

ク

ク

ク

〃

〃

員

相 良 健
高 橋

児 玉
小 室

水 野
佐倉井

重 松 ．

安 藤

山 口

仙 波
田 島
小 沼

戸 田
阪 本

平 出
蛭 川

鈴 木
長 崎
渡 部

一 （副ステーキ部長）

実 （高 等 評 議 員）

栄 治 （

敬 （

圭 （

正 彦 （Ｍ

紀世子 （

彰

裕 子 （

健

菊 江 （

〃

〃

〃

）

）

）

Ｉ Ａ 会 長）

〃 ）

彦 （東 京 ワー ド部）

〃 ）

次 （第 ニ ワ ー ド部）

〃 ）

貞次郎 （第 三 ワー ド部）

美恵子 （ 〃 ）

真 一 （第 四 ワー ド部）

恵 子 （ 〃 ）

幸 一 （第 五 ワー ド部）

八重子 （ 〃 ）

規 行 （横 浜 ワー ド部）

安 子 （ 〃 ）．



日 本 伝 道 部

ア ポ 伝 道 部 長 を 迎 え て

親愛なる兄弟姉妹の皆様
２０年を経た今，再び伝道者として日本に召されたことは私にとりまし

て喜ばしいかぎりです。もう一度日本の方々と共に働 くために帰 って来

ることは私の長い間の夢でした。主はいつも私を祝福 して下さいます。

そして今，私達家族は皆様と共にここで働けますことを誇 りに思 ってい

ます。

日本における教会の非常に大きな成長ぶりを目のあたりにし，とても

感銘を受けました。又，賢明な指導者達や組織されたワー ドを見ること

は私にとって大きな喜びです。私はこれらは日本における目ざましい成

長のちょうどはじまったばかりのしるしであると信じています。

日曜日に私は，非常に沢山のハワイ神殿訪問に参加しようとしている

会員達の面接をいたしました。そして，彼 ら聖徒達のすばらしい信仰に

非常に感銘を受けました。

私共は来 日前にハワイとソル ト・レークで多 くの方，特に日本の聖徒

達の活発な活動に関心をもっておられる方々と話 しました。そして，皆様に彼 らからのアローハのごあいさつを携えて参りました。

皆様方が信仰を増 し加えられ，天父なる神様に仕えたいという望みを続けられますように願ってやみません。そうなさることによって，多

くの喜びと幸福が皆様の上にあります ことを，私の経験を通 して証いた します。

日本 伝 道 部 ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ンス
、開 拓 者 に つ づ こ う ！、

一 テ ー マ聖 句一

神は曲れる道を歩まず，また右手にも左手にも曲らず，また宣べし事と違うところなし。故に，神の道

は直くしてそのふむ道は永遠にかわらぬ一すじなり。 教義と聖約 第 ３章 ２節

０ ９

訟 鵜
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夏が来ると私達は再びユース ・コンファレンス

の声を聞きます。

今年 も若人の祭典であるこの大会の時期が来まし

た。

若 さと才能 と証を集めてさらに私達の成長と前進

の基 としよう。

そして開拓者につづ こう．／

日時 ８月２６日（木）一 ８月２９日（日）

場所 東京地区

資格 ・費用 １４歳以上，参加費 ￥１，５００

宿泊 ステーキ部会員宅（１泊）

東京青年文化会館（２泊）

２６
　

木）

２７
　

金）

２８

（土 ）

プ ロ グ ラ ム

チ ェ ッ ク イ ン

歓 迎 会
開 会 式
家 庭 の タ ベ

指 導 者 会
セ ミ ナ ー

昼 食
ス ピー チ コ ンテ ス ト

コー ラス コ ンテ ス ト

ド ラ マ

ス ポー ツ プ ログ ラム

ダ ン ス パ ー テ ィ

（２９日）１証
会

時 間

１

３

６

８

００－ ２：３０

３０－ ５：００

００－ ７：００

３０一

８＝００－ ９：００

９：００－ １１：００

１＝００－ ２＝３０

３：００－ ４：３０

７：００－ ８：３０

８：００－ ３：００

６＝００－ ９：００

８：００－ ３：００

場 所

駒 沢 体 育 館
〃

〃

日本 青 年 館
〃

日本 青 年 館
ク

〃

新 宿 体 育 館

東京第 ３ワー ド部

内 容

参 加 者 チ ェ ッ ク
歓 迎 パ ー テ ィ
全 員 参 加
ステーキ部の兄弟，姉妹宅で

模 疑 Ｍ Ｉ Ａ

ブ ロ ッ ク 別 コ ンテ ス ト
ク

「婚 期」 前 橋 支 部

バ レー ボ ー ル トー ナ メ ン ト

ボー ル ル ー ム ダ ンスパ ー テ ィ

断 食 証 会
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